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今月の内容
2018  JULY  No.560

注 :（　）内数字は対前月比

平成30年5月31日現在
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各支所窓口
久志支所
55-8101/55-8102

問
☎

屋部支所
52-2610

問
☎

羽地支所
58-1221

問
☎

屋我地支所
52-8957

問
☎

わ
か
め
会
の
健
康
レ
シ
ピ

1. 豚肩ロースは2㎝の角切りにし、溶き卵をからめ、
かたくり粉をまぶし揚げておく。

2. ニンジンは乱切りにし、煮ておく。その他の
材料は1.5㎝の色紙切りにする。

3. フライパンに油を熱し玉ネギを炒める。
玉ネギがしんなりしたら、パイナップル、
キクラゲ、ニンジン、ピーマンの順に炒める。

4. 甘酢あんの材料を入れ炒める。あんが材料
に馴染んだら、水溶きかたくり粉を入れる。

5. 全体的にとろみがついたら揚げた豚肉を
戻し、火を止める。 53-1281☎問 わかめ会事務局

□ 豚肩ロースブロック
□ 溶き卵
□ かたくり粉
□ 揚げ油
□ パイナップル（生果）
□ 玉ネギ
□ ニンジン
□ ピーマン
□ 生キクラゲ

200g
1/2個
大さじ2
適宜
300g
200g
100g
50g
100g

□ 油

□ 酢
□ 三温糖
□ ケチャップ
□ オイスターソース
□ 水
□ かたくり粉
　（水溶き用）

大さじ1弱

大さじ3
大さじ3
大さじ4
大さじ1
120cc
大さじ1.5

材料（４人分）
旬のパインたっぷり酢豚 作り方 パイナップル、

デザートだけでは
もったいない！

　6月初旬、名護市の花「テッポウユリ」が21世紀の

森ビーチに咲きました。

　今年も慰霊の日に合わせ、市内各地で平和祈願祭

や学習会が行われました。ツワブキやソテツを食べて

生き延びた方の証言、戦跡を巡った高校生。やんばる

の沖縄戦を子どもたちが真剣に学びました。きれいな

花を見て楽しめる時代がいつまでも続いてほしい

ですね。

・・・
今 月 の 表 紙・・・

海岸に咲く白いユリ

甘酢あん

目次
名護市の人口および世帯数
わかめ会の健康レシピ／ 旬のパインたっぷり酢豚
名護の顔／ 上間 厚子さん
各種相談業務
市政FLASH プラス＋
平成31年度 名護市職員採用候補者試験

忘りてぃやならん やんばるの沖縄戦／ 継承のカタチ　 
もっと知りたい？海のこと、地球のこと！ ＧＯＤＡＣへ行こう！
ちばる地域をご紹介
上下水道料金の口座振替キャンペーン
後期高齢者医療制度 被保険者の皆さまへ
介護保険に関するお知らせ
第2次名護市男女共同参画計画／ リレーエッセー企画　第8弾
ふるさと納税で地域づくりを応援しよう！

あけみおのまち名護

月刊ナグリ
キラリ輝く中小企業・小規模企業

特区で働こう！

第40回 名護夏まつり～青空市とビールまつり～
第40回 名護市長杯争奪　全島ハーリー大会

まちの話題

市民会館からのお知らせ
教育に関する地域懇談会(平成30年度)

情報ぼっくす
名護市議会議員選挙の立候補予定者説明会開催について
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仲間がいるって素晴らしい
Auto☆Power  監督兼キャプテン 上間 厚子さん（45）

各
種
相
談
業
務（
祝
日
を
除
く
）

不動産無料相談                          第2・4火曜
13:00～ 名護市役所守衛室
沖縄県宅地建物取引業協会
要予約 ☎098-861- 3402

2

不動産無料相談                             第3水曜
14:00～ 名護市役所守衛室
不動産保証協会沖縄県本部 
要予約 ☎098-867-6644

3

                             第2水曜
10:00～15:00 名護市役所守衛室
交通事故相談4

消費者無料相談室
毎週月曜・火曜・木曜 10:00～16:00
名護市産業支援センター

5

                                    第2・4金曜
13:00～16:00 名護市役所守衛室
行政書士無料相談6

市税・国保税納税相談
【夜間】毎週木曜 17:30～20:00
納税係・保険税係
※今月は固定資産税の第2期の納期です。
納期限内（7月31日）の納付をお願いします。

7

市民ほっと健康相談                                          毎週月曜
9:30～11:30 名護市役所健康増進課・健康相談室
9

こころの健康相談
月曜～金曜 9:00～16:00（福祉職相談員）
第3水曜 午後（臨床心理士、要予約）
社会福祉課 ☎53-1212 内線111

10

児童相談・女性相談・児童虐待相談
月曜～金曜 9:00～17:00
家庭児童相談室 ☎53‐6517

11

生活困窮者自立相談支援
月曜～金曜 9:00～16:00 名護市役所 生活支援課
「くらしと仕事の応援センターさぽんちゅ」 
☎53-1212 内線244

12

                                            第1金曜
14:00～16:00 名護市産業支援センター
「地域若者サポートステーションなご」
☎54-8600

就職出張相談室（無料）13

名護市エコステ3R「なごころ」関連講座
毎週水曜・土曜 なごころ 要予約 ☎43-0254
14

沖縄県断酒協議会・断酒連合会
毎週火曜・水曜・木曜
北部福祉保健所 ☎52-2734

15

もの忘れ相談
毎月第2水曜 10:00~16:00
名護市地域包括支援センター ☎43-0022

16

                           第2・4火曜
13:00～16:00
中央公民館・第4研修室
要予約（相談日の8日前より受付）
☎53-5445

無料法律相談1

                      月曜～金曜
9:00～17:00 中央公民館
教育相談8

上間厚子さん（前列左から2人目）と、上間さんが”家族”と呼ぶ、Ａｕｔｏ☆Ｐｏｗｅｒのメンバー

　

昨
年
8
月
、第
39
回 

名
護
市

長
杯
争
奪
全
島
ハ
ー
リ
ー
大
会

女
子
の
部
準
決
勝
で
優
勝
候

補
を
破
る
と
い
う
番
狂
わ
せ

を
起
こ
し
た
A
u
t
o
☆

P
o
w
e
r
は
、続
く
決
勝
戦
を

逃
げ
き
り
8
年
ぶ
り
に
優
勝
旗

を
手
に
し
た
。上
間
厚
子
さ
ん
は

「
優
勝
し
た
瞬
間
泣
い
た
。夢
み

た
い
だ
っ
た
。も
う
あ
の
時
は
感

動
し
か
な
か
っ
た
。き
つ
い
練
習

が
報
わ
れ
た
」と
回
想
す
る
。

　

上
間
さ
ん
は
、2
0
0
2
年
に

女
子
ハ
ー
リ
ー
チ
ー
ム
A
u
t
o

☆
P
o
w
e
r
を
立
ち
あ
げ
て

以
来
、16
年
間
ず
っ
と
監
督
兼

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
メ
ン
バ
ー
を

引
っ
張
っ
て
き
た
。初
め
て
優
勝

し
た
第
31
回
大
会
か
ら
の
7
年

間
は
、結
果
が
出
ず
予
選
を
突

破
で
き
な
い
年
も
あ
っ
た
。「
正

直
言
っ
て
辞
め
よ
う
と
思
っ
た

こ
と
は
何
度
も
あ
っ
た
。で
も

辞
め
ら
れ
な
か
っ
た
。ハ
ー
リ
ー

ば
か
な
ん
だ
ろ
う
な
あ
」と
目
を

細
め
る
。

　

結
成
当
初
か
ら
人
に
支
え
ら

れ
て
き
た
、と
16
年
間
を
振
り

返
る
。「
最
初
は
舟
が
無
い
か
ら

他
の
チ
ー
ム
が
貸
し
て
く
れ
た
。

男
子
チ
ー
ム
が
ハ
ー
リ
ー
を
教

え
て
く
れ
た
。優
勝
し
た
時
は
、

友
人
や
職
場
の
人
が
た
く
さ
ん

『
お
め
で
と
う
』と
声
を
か
け
て

名護の顔
 No123

N A G O  n o  K A O

20代の頃、名護市長杯争奪全島ハーリー大会に鐘打ちとして
参加したことをきっかけにハーリーに興味を持つ。これまでの
大会で準優勝1回、優勝2回の成績を残す。

ＰＲＯＦＩＬＥ

く
れ
た
。チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
家

族
み
た
い
。練
習
が
な
い
と
き
も

自
宅
に
集
ま
っ
て
パ
ー
テ
ィ
ー
を

し
た
り
、オ
フ
シ
ー
ズ
ン
は
メ

ン
バ
ー
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出

た
り
」

　
「
ハ
ー
リ
ー
を
始
め
て
か
ら

人
生
が
変
わ
っ
た
。何
か
を
一
生

懸
命
に
や
る
こ
と
、挑
戦
す
る
こ

と
が
好
き
に
な
っ
た
。何
よ
り
、

ハ
ー
リ
ー
が
与
え
て
く
れ
た
仲
間

や
人
と
の
つ
な
が
り
が
、や
っ
て

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
わ
せ
て

く
れ
る
。素
晴
ら
し
い
で
す
よ
、

仲
間
が
い
る
っ
て
」と
、笑
っ
て

話
す
。

　

上
間
さ
ん
は
今
年
で
キ
ャ
プ

テ
ン
を
引
退
し
、長
女
に
引
き
継

ぐ
。「
こ
れ
か
ら
は
若
い
世
代
が

盛
り
上
げ
る
番
。娘
に
は
、み
ん

な
に
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
キ
ャ

プ
テ
ン
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
新

キ
ャ
プ
テ
ン
へ
バ
ト
ン
を
託
す
。

　

今
年
で
名
護
市
長
杯
争
奪
全

島
ハ
ー
リ
ー
大
会
は
、40
回
を
迎

え
る
。家
族
、チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
、

友
人
、良
き
ラ
イ
バ
ル
た
ち
。こ

れ
ま
で
の
16
年
間
を
支
え
て

く
れ
た
す
べ
て
の
人
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
胸
に
、上
間
さ
ん
は

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
は
最
後
と

な
る
名
護
市
長
杯
に
挑
む
。
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しせ い フ ラッシュ

月・65 月
市政情報、ご活躍したナグンチュ紹介などを掲載します。

　

4
月
に
行
わ
れ
た
第
23
回 

北
部

地
区
少
年
野
球
大
会（
第
5
回 

Ｊ
Ａ

お
き
な
わ
Ｓ
Ｓ
杯
）で
名
護
す
い
ら

ん
マ
ー
リ
ン
ズ
が
ベ
ス
ト
４
に
入
り
、

県
外
派
遣
を
勝
ち
取
っ
た
。5
月
22
日
、

名
護
市
役
所
を
訪
れ
た
メ
ン
バ
ー
と

関
係
者
は
渡
具
知
武
豊
名
護
市
長
に

報
告
し
た
。

　

山
名
裕
也
監
督
は「
と
て
も
明
る
い

チ
ー
ム
。学
校
生
活
を
お
ろ
そ
か
に
せ

ず
練
習
も
が
ん
ば
る
と
こ
ろ
が
チ
ー
ム

を
強
く
し
、今
回
の
結
果
に
結
び
つ
い

た
」と
話
し
た
。キ
ャ
プ
テ
ン
の
知
花

康
生
さ
ん（
名
護
小
6
年
）は「
沖
縄

県
の
代
表
と
し
て
恥
じ
な
い
プ
レ
ー

を
し
た
い
。ま
ず
は
一
勝
」と
意
気
込

ん
だ
。

　

チ
ー
ム
は
7
月
21
日
に
福
岡
県
で

行
わ
れ
る
第
35
回 

筑
後
川
西
日
本

学
童
軟
式
野
球
大
会
に
派
遣
さ
れ
る
。

名
護
す
い
ら
ん
マ
ー
リ
ン
ズ 

福
岡
へ

北
部
地
区
ベ
ス
ト
4
　

プラス

県外遠征を報告した名護すいらんマーリンズ

企業誘致への協力要請を行った

　

5
月
16
日
、東
京
都
内
で
渡
具
知

武
豊
名
護
市
長
が
一
般
社
団
法
人

日
本
経
済
団
体
連
合
会
に
企
業
誘
致

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
展
開
し
た
。

　

福
井
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
、内
閣

府
と
と
も
に
、企
業
誘
致
施
策
や
特
区

制
度
な
ど
、名
護
市
進
出
の
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
説
明
し
、企
業
誘
致
へ
の
協

力
を
要
請
し
た
。

　

経
団
連
の
榊
原
会
長
は
、「
経
団
連

は
地
方
経
済
活
性
化
へ
の
協
力
や
、地

域
の
経
済
団
体
と
の
交
流
を
行
っ
て

お
り
、今
後
、名
護
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
」と
協
力
を
快
諾
し
、企
業
誘
致
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
経
団
連
内
に

設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

渡
具
知
市
長
は
会
談
後
の
取
材
の

中
で
、「
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
企
業
に
、

特
区
制
度
を
生
か
し
名
護
市
に
進
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
話
し
た
。

特
区
制
度
活
用
へ
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　

平
成
３１
年
度
に
沖
縄
県
を
含
む
南

九
州
４
県
合
同
で
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

が
開
催
さ
れ
、名
護
市
で
は
空
手
道
と

自
転
車
競
技（
ロ
ー
ド
）が
行
わ
れ
る
。

　

5
月
29
日
、中
央
公
民
館
で
平
成
３１

年
度 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
、参
加
し
た

27
人
の
委
員
へ
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

た
。実
行
委
員
で
空
手
道
担
当
の
松
田

弘
樹
さ
ん
は「
参
加
す
る
全
国
の
高
校

生
の
思
い
出
に
残
る
大
会
と
な
る
よ

う
実
行
委
員
会
で
尽
力
し
た
い
」と

述
べ
た
。

　

自
転
車
競
技（
ロ
ー
ド
）担
当
の
宮
良

康
治
さ
ん
は
、「
自
転
車
競
技
は
、景
観

が
美
し
い
名
護
市
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
コ
ー

ス
。競
技
の
魅
力
が
存
分
に
伝
わ
る
大

会
開
催
に
向
け
て
、市
民
の
皆
さ
ま
の

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」と
語
っ
た
。

来
年
度
の
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

実
行
委
員
会
設
立
総
会

委員委嘱が行われた

市内で9番目となる自主防災会立ち上げを報告した大西区

　

5
月
27
日
、大
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
大
西
区
区
民
総
会
が
行
わ
れ
、

区
民
の
賛
同
を
得
て
大
西
区
自
主
防

災
会
が
設
立
さ
れ
た
。

　

5
月
30
日
、同
会
会
長
の
新
垣
善
勝
・

大
西
区
長
ら
関
係
者
が
名
護
市
役
所

を
訪
れ
、渡
具
知
武
豊
名
護
市
長
に

報
告
し
た
。新
垣
会
長
は「
地
域
の
防

災
体
制
に
お
い
て
は
、一
人
ひ
と
り
が

周
り
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
。

今
後
は
す
で
に
自
主
防
災
会
を
結
成

し
て
い
る
区
と
も
交
流
を
行
い
情
報

交
換
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
、比
嘉

康
雄
副
会
長
は「
区
に
加
入
し
て
い
な

い
世
帯
に
も
防
災
会
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
い
、区
民
全
体
で
防
災
に
対
す
る

取
り
組
み
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
語
っ
た
。

　

今
後
、同
会
は
防
災
マ
ッ
プ
や
要
支
援

者
リ
ス
ト
の
作
成
な
ど
を
行
う
予
定
。

「
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
」

大
西
区
自
主
防
災
会
設
立
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５
月
１３
日
、名
護
市
民
会
館
で
ソ
ニ
ー

ド
ギ
タ
ー
合
奏
団
に
よ
る
第
１１
回 

定
期

演
奏
会
が
行
わ
れ
た
。

　

６
月
８
日
、演
奏
会
を
と
お
し
て
集

ま
っ
た
募
金
を
名
護
市
子
ど
も
夢
基
金

へ
寄
付
す
る
た
め
、同
団
関
係
者
が
名

護
市
役
所
の
渡
具
知
武
豊
名
護
市
長

の
も
と
を
訪
れ
た
。

　

与
那
嶺
光
國
合
奏
団
代
表
は「
演

奏
会
は
入
場
料
を
と
ら
ず
、募
金
箱
に

寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た
。名
護
市
の

方
か
ら
多
く
の
寄
付
金
が
集
ま
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」と
話
し
た
。

　

渡
具
知
市
長
は「
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
。

地
域
貢
献
に
感
謝
し
た
い
」と
語
っ
た
。

ソ
ニ
ー
ド
ギ
タ
ー
合
奏
団

子
ど
も
夢
基
金
へ
寄
付

子ども夢基金へ寄付した与那嶺代表(左から2人目)

　

沖
縄
県
高
校
総
合
体
育
大
会
が
5

月
２６
日
か
ら
６
月
１０
日
ま
で
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た
。同
大
会
で
上
位
に

入
っ
た
名
護
高
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、

陸
上
部
、水
泳
部
、ゴ
ル
フ
部
、ラ
グ

ビ
ー
部
の
生
徒
ら
が
、名
護
市
役
所
の

渡
具
知
武
豊
名
護
市
長
の
も
と
を
訪

れ
、報
告
し
た
。女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

と
陸
上
部
、水
泳
部
は
九
州
、全
国
大
会

へ
の
派
遣
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　

渡
具
知
市
長
は「
九
州
、全
国
大
会

で
上
位
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」と
激
励
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
競
技
で
優
勝
し
た
佐
渡
山

理
莉
さ
ん
は「
今
大
会
で
優
勝
で
き
た

こ
と
で
自
信
が
つ
い
た
。メ
ン
タ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
強
化
し
て
、今
後
は
ア

マ
チ
ュ
ア
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
が
目

標
」と
話
し
た
。

名
護
高
校
生
、九
州
、全
国
大
会
へ

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選
報
告

報告に訪れた名護高校の生徒ら

１　
採
用
予
定
者
数　
各
若
干
名

２　
採
用
予
定
年
月
日

　
　
平
成
31
年
４
月
１
日（
月
）

３　
第
一
次
試
験
日

　
　

平
成
30
年
9
月
16
日（
日
）

５　
年
齢

　
　
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
出
生
し
た
者

　
　
（
各
職
種
共
通 

※
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
は
除
く
）

　
　

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
は
昭
和
39
年
４
月
２
日
以
降
に
出
生
し
た
者

６　
受
験
資
格

　
　

各
職
種（
試
験
区
分
）に
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　
　

試
験
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は「
職
員
採
用
候
補
者
試
験
案
内
」を

　
　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

７　
試
験
案
内（
申
込
書
）の
配
布

　
　
平
成
30
年
7
月
2
日（
月
）よ
り
総
務
課 

人
事
給
与
係

　
　

お
よ
び
各
支
所
に
て
配
布
し
ま
す
。

　
　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
7
月
1
日（
日
）よ
り

　
　
　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

８　
受
験
申
込
方
法
お
よ
び
受
付
期
間

　
　
「
受
験
申
込
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、 

　
　

平
成
30
年
7
月
2
日（
月
）〜
20
日（
金
）ま
で
に

　
　

総
務
課 

人
事
給
与
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

４　
職
種
区
分

　
　

① 

行
政
職　

上
級
・
中
級
・
初
級

　
　

② 

社
会
福
祉
士　

　
　

③ 

社
会
教
育
主
事　

　
　

④ 

消
防
職

　
　

⑤ 

技
術
職（
土
木
）　

上
級
・
初
級

　
　

⑥ 

技
術
職（
建
築
）　

上
級
・
初
級

　
　

⑦ 

保
健
師

　
　

⑧ 

学
芸
員（
考
古
）

　
　

⑨ 

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

平
成
31
年
度 

名
護
市
職
員
採
用
候
補
者
試
験

53-1212（内線214）☎総務課 人事給与係（名護市役所 ２階）問
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屋我地中学校区
【日時】7月１0日（火） 午後６時30分から
【対象区】屋我、饒平名、我部、済井出、
運天原、特区（小規模特認校）【場所】
屋我地支所

屋部中学校区
【日時】7月3日（火） 午後7時から
【対象区】屋部、宇茂佐、中山、旭川、勝山、
安和【場所】それぞれのコミュニティ施設
（公民館）※山入端区は実施済み。

羽地中学校区
【日時】7月５日（木） 午後7時30分から
【対象区】源河、稲嶺、真喜屋、仲尾次、
川上、田井等、親川、仲尾、振慶名、山田、
伊差川、我部祖河、古我知、内原、呉我
【場所】稲嶺、真喜屋、川上、仲尾、振慶名、
山田は各集落センター。我部祖河、古我知、
内原、呉我は呉我公民館。その他はそ
れぞれのコミュニティ施設（公民館）で
開催。

名護中学校区 ※実施済み

久辺中学校区
【日時】7月26日（木） 午後7時から
【対象区】久志、豊原、辺野古【場所】
辺野古交流プラザ

大宮中学校区
大宮中学校区小中地域連携事業を推進
します。

東江中学校区
【日時】7月６日（金） 午後8時から
【対象区】喜瀬、幸喜、許田、数久田、世冨慶、
東江、城、大東【場所】それぞれのコミュ
ニティ施設（公民館）

教育に関する地域懇談会（平成30年度）教育に関する地域懇談会（平成30年度）

学校教育課 ☎問 ５３-１２１２（内線３８３）　

53-5427☎問 名護市民会館

名護市民会館からのお知らせ

　ピアノデュオの「デュエットゥ」と一緒にピアノワークショップを楽しみながらみんなでコンサートをつくっていく。
　ピアノ演奏（ソロ、連弾）が上手になりたい！ピアノを楽しく弾きたい！コンサート終了後にはみんな仲良し！
　参加するみんなに聴いてもらう笑顔いっぱいになれる夏休み企画。

ピアノデュオ デュエットゥ（かなえ＆ゆかり） 

名護市民会館
夏休み企画
名護市民会館
夏休み企画ピアノデュオ「デュエットゥ」の夏休み子どもとつくるコンサートピアノデュオ「デュエットゥ」の夏休み子どもとつくるコンサート

演奏予定曲♪星に願いを ♪銀河鉄道999 ♪月の光 ♪組曲「惑星」より“木星”

クワチュール・ベー（サックス四重奏） 中川 賢一（ピアニスト）
ⓒShuhei NEZU

～音楽大好きな子どもたち！あつまれ～～音楽大好きな子どもたち！あつまれ～

　真夏の夜に大切な人と音楽の銀河を旅してみませんか。全国各地において地域に密着した演奏活動を行う個性あふれる
サックス四重奏メンバーは全員血液型がB型。アイディア多彩で質の高い演奏活動を行っています。
　今回は、名護が大好きなピアニスト中川賢一を迎え、「愛・宇宙」などをテーマに抜群のコラボでお届けするコンサート。
ぜひご来場ください。

ティンガーラ☆南十字星からの贈り物 ～音楽銀河浪漫飛行の旅～ティンガーラ☆南十字星からの贈り物 ～音楽銀河浪漫飛行の旅～
あ ま の が わあ ま の が わ

クワチュール・ベー（サックス四重奏）&中川賢一（ピアノ）コンサートクワチュール・ベー（サックス四重奏）&中川賢一（ピアノ）コンサート

久志中学校区
【日時】7月13日（金） 午後7時から
【対象区】二見、大浦、大川、瀬嵩、汀間、
三原、安部、嘉陽、底仁屋、天仁屋【場所】
それぞれのコミュニティ施設（公民館）

　保護者や地域住民の皆さんで
子どもの教育について意見交換しま
せんか。参加はどなたでもOKです。

8/12日
開催
日時

ふれあいコンサートワークショップ

8/10金
開催
日時

8/11土

小学生 ／中学生・高校生500円 1,000円参加費 ※対象は高校生まで。
※定員定数有

午後7時
名護市民会館 中ホール

8/18土
開催
日時

開 演

場  所

大人 ／小中高1,000円 500円入場料 （当日各300円増）

名護市民会館 中ホール会  場

時  間 午後2時～午後5時 午後2時～
名護市民会館 中ホール

時  間

会  場

市民のひろば 2018 . 7 6



　
　
月
、市
内
各
地
で
沖
縄
戦
を
語

り
継
ぐ
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

戦
争
体
験
者
と
学
校
の
先
生
の
対
話

形
式
の
講
話
、沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料

館
友
の
会
か
ら
専
門
家
を
招
い
た
講

話
、そ
し
て
実
際
に
戦
跡
を
巡
る
体
験

学
習
な
ど
、や
ん
ば
る
の
沖
縄
戦
を
学

ぶ
カ
タ
チ
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
戦
後
73
年
。沖
縄
戦
を
語
る
戦
争
体

験
者
が
少
な
く
な
る
中
、多
く
の
人
が

継
承
に
つ
い
て
考
え
行
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
特
集
で
は
、そ
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

継承のカタチ
忘りてぃやならん特集
やんばるの沖縄戦

6

企画情報課 情報政策係問

53-1212（内線335）☎
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教
諭
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

子
ど
も
た
ち
が
真
剣
に
聞
き
入
る

名護小で戦時中に食べた野草や芋のつるを紹介する崎濱さん

東先生（左）の質問に答える崎濱さん

主
な
で
き
ご
と

1
9
4
1
年
12
月
8
日

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る

1
9
4
4
年
10
月
10
日

米
軍
に
よ
る
大
空
襲「
十
・
十

空
襲
」「
名
護
湾
で
は
停
泊
中

の
軍
船
、漁
船
7
隻
撃
沈
」※

1
9
4
5
年
3
月
24
日

「
名
護
町
内
で
初
め
て
戦
争

に
よ
る
火
災
が
起
こ
る
」※

3
月
25
日

「
名
護
町
夕
刻
、住
民
に
避
難

命
令
」※

4
月
7
日

「
米
軍
、名
護
湾
の
沿
岸
3
地

点
か
ら
上
陸
」※
、進
攻

6
月
23
日

「
第
32
軍
司
令
官・牛
島
満
自
決
。

日
本
軍
の
組
織
的
戦
闘
終
結
」※

語
句
の
説
明

護
郷
隊　
少
年
ゲ
リ
ラ
兵
。ス

パ
イ
を
養
成
し
た
陸
軍
中
野

学
校
出
身
者
が
第
32
軍
に
配

置
さ
れ
、少
年
た
ち
を
訓
練
し

た
。「
は
が
き
1
枚
で
死
刑
に

す
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
強
制

的
に
志
願
さ
せ
ら
れ
た
少
年

が
い
た
。

奉
安
殿　

各
学
校
に
下
賜
さ

れ
た「
御
真
影（
天
皇
、皇
后
の

写
真
）」を
奉
安
す
る
た
め
の

建
物
。奉
安
殿
の
前
を
通
る
時

一
礼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

防
衛
隊　

防
衛
召
集
で
編
成

さ
れ
た
沖
縄
の
住
民
を
中
心

と
し
た
部
隊
。

参
考
文
献:

名
護
市
史
本
編・３『
名

護・や
ん
ば
る
の
沖
縄
戦
』※
は
参
考

文
献
よ
り
引
用

　

６
月
１５
日
、名
護
小
学
校
で
は
、平

和
学
習
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

戦
争
体
験
者
の
崎
濱
秀
徳
さ
ん

（
８７
）を
招
き
、名
護
小
学
校
平
和
教

育
担
当
教
諭
の
東
ひ
と
み
さ
ん
が
子

ど
も
た
ち
の
前
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す

る
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。崎
濱
さ
ん

は
、小
学
5
年
生
の
こ
ろ
に
戦
争
が

始
ま
り
、多
野
岳
と
名
護
岳
近
辺
で

避
難
生
活
を
し
ま
し
た
。そ
の
中
で

妹
が
病
気
で
亡
く
な
り
、父
が
南
部

で
戦
死
し
ま
し
た
。ま
た
、大
事
に
し

て
い
た
馬
を
食
料
と
し
、生
き
延
び
た

こ
と
を
語
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
3
年
か
ら
6
年
の

約
5
3
0
人
は
、真
剣
な
表
情
で
話

に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

崎濱 秀徳さん
（戦争体験者）

小学生
先生との対話で継承

ほ
う
あ
ん
で
んご  

し
ん
え
い

ご
き
ょ
う
た
い

ぼ
う
え
い
た
い
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1945年名護市の上空写真 沖縄県公文書館所蔵

　初めて戦争体験者にイン
タビューする形で平和学習
を行った。自分自身の勉強
にもなったが、真剣に聞く
子どもたちの表情が胸にさ
さった。この話を自分のこと
のように考えてほしい。

　ソテツやツワブキを食べて
過ごしたことやかわいがって
いた馬を食べたことは悲しかった
と思う。そうやって自分の命を
つないできたから今の自分たち
が生きている。平和を大切にし
たい。

東 ひとみ先生（名護小） 渡久地 郁さん（名護小６年）

先
生
と
の
対
話
で
継
承

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
抜
粋

沖
縄
戦
当
時
は
何
歳
で
し
た
か
。

日
米
の
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た
と
き

が
１０
歳
。敗
戦
し
た
と
き
が
１４
歳

だ
っ
た
。

QA
お
父
さ
ん
が
防
衛
隊
に
行
っ
た
と

き
の
気
持
ち
は
。

軍
歌
を
歌
っ
て
出
征
の
激
励
会
を

し
た
。神
の
国
だ
か
ら
必
ず
勝
っ

て
戻
っ
て
く
る
と
信
じ
て
い
た
。

QA

食
べ
物
は
ど
う
し
て
い
ま
し
た
か
。

は
じ
め
は
家
畜
の
豚
や
ヤ
ギ
な
ど

が
い
て
、分
け
合
っ
て
食
べ
て
い

た
。大
事
に
飼
っ
て
い
た
馬
を
売

ら
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
た
と
き
は

QA

山
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
と
き
米

軍
の
攻
撃
は
あ
り
ま
し
た
か
。

避
難
小
屋
か
ら
2
㎞
ほ
ど
離
れ
た

と
こ
ろ
で
毎
日
大
砲
の
爆
発
音
が

あ
っ
た
。偵
察
機
が
低
空
飛
行
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
砲
撃
さ
れ
る
。私

た
ち
は
、山
の
奥
へ
奥
へ
と
逃
げ
て

い
っ
た
。砲
弾
は
多
野
岳
に
追
い

込
む
よ
う
に
撃
ち
込
ま
れ
た
。

QA
お
父
さ
ん
が
戦
死
し
た
と
聞
い
た

と
き
は
ど
う
思
い
ま
し
た
か
。

近
所
に
は
防
衛
隊
か
ら
帰
還
し
た

人
も
い
て
、「
秀
光
さ
ん
と
摩
文
仁

で
会
い
ま
し
た
よ
」
と
話
し
て
い

た
。父
は
き
っ
と
帰
っ
て
く
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
た
。戦
死
し
た
と

QA

収
容
所
の
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
し
た
か
。

収
容
所
で
は
、支
給
さ
れ
る
食
べ

物
を
食
べ
て
い
た
が
、足
り
な
く

て
、野
草
、ネ
ズ
ミ
、カ
エ
ル
、な
ん

で
も
食
べ
た
。ソ
テ
ツ
を
食
べ
て

中
毒
に
な
る
人
が
た
く
さ
ん
い
た
。

QA
特
に
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

戦
争
に
な
る
と
人
は
殺
人
鬼
に
な

る
。そ
ん
な
戦
争
は
絶
対
に
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。人
一
人
の
命
は

地
球
よ
り
も
重
い
。平
和
な
世
の

中
が
続
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

QA

山
か
ら
下
り
た
の
は
い
つ
で
す
か
。

7
月
4
日
ご
ろ
、山
の
避
難
民
を

羽
地
の
難
民
収
容
所
に
収
容
す
る

と
い
う
こ
と
で
米
兵
に
追
い
立
て

ら
れ
て
山
を
下
り
た
。護
郷
隊
が

解
散
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
そ

の
と
き
知
っ
た
。

QA

米
軍
は
名
護
に
も
来
ま
し
た
か
。

1
9
4
5
年
4
月
7
日
に
名
護

湾
か
ら
も
何
十
隻
も
の
軍
艦
が
来

て
米
兵
が
上
陸
し
た
。読
谷
か
ら

上
陸
し
た
米
兵
と
合
流
し
て
羽
地

と
本
部
方
面
に
攻
め
て
い
っ
た
。

QA
そ
の
と
き
は
ど
の
よ
う
に
逃
げ
ま

し
た
か
。

住
民
は
持
て
る
だ
け
の
荷
物
を

持
っ
て
、山
に
避
難
し
た
。名
護
岳
、

嘉
津
宇
岳
、羽
地
、久
志
。町
に
は

ほ
と
ん
ど
人
は
い
な
か
っ
た
。

QA
山
の
中
で
の
生
活
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
し
た
か
。

避
難
小
屋
を
自
分
た
ち
で
作
っ

た
。土
の
上
に
ス
ス
キ
を
敷
い
て

む
し
ろ
代
わ
り
に
し
て
寝
て
い

た
。あ
の
時
は
大
雨
が
続
い
て
屋

根
と
床
に
水
が
し
み
て
き
た
。

QA

ど
こ
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
か
。

羽
地
大
川
を
４
㎞
上
流
に
行
っ
た

と
こ
ろ
の
羽
地
小
学
校
大
川
分
教

場
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
。

QA
沖
縄
で
戦
争
が
始
ま
っ
た
と
実
感

し
た
で
き
ご
と
は
。

昭
和
１９
年
の
十・十
空
襲
。名
護
湾

で
も
何
隻
か
船
が
撃
沈
さ
れ
た

と
き
。

QA
避
難
は
ど
こ
に
し
ま
し
た
か
。

住
ん
で
い
た
場
所
か
ら
さ
ら
に
３
㎞

ほ
ど
山
の
中
に
行
っ
た
。中
南
部
か

ら
避
難
し
て
き
た
人
も
一
緒
に
避

難
小
屋
を
作
っ
た
。

QA

泣
い
た
。私
も
そ
の
馬
肉
を
食
べ

て
生
き
延
び
た
。5
月
に
な
る
と

食
料
不
足
で
ツ
ワ
ブ
キ
や
ヘ
ゴ
の

芯
を
食
べ
て
し
の
い
だ
。日
本
兵

が
食
料
を
求
め
て
き
て
、「
な
い
」と

言
う
と「
ス
パ
イ
か
」と
疑
わ
れ
た
。

そ
の
時
期
に
妹
が
高
熱
を
出
し
て

避
難
小
屋
で
死
ん
だ
。

お
知
ら
せ
が
来
た
あ
と
は
、摩
文

仁
に
遺
骨
を
探
し
に
い
っ
た
。骨

が
あ
り
す
ぎ
て
ど
れ
が
父
か
わ
か

ら
ず
、石
を
拾
っ
て
遺
骨
代
わ
り

に
し
た
。

かおる

特集 忘りてぃやならん やんばるの沖縄戦 継承のカタチ 

Q
東 

ひ
と
み
先
生
A
崎
濱 

秀
徳
さ
ん
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　毎年平和学習に取り組むが、
証言できる方がいなくなってい
ることに危機感をもっている。
生の声を聞く最後の時期になって
いる。平和学習を通してお家で
おじいちゃん、おばあちゃんと
話すきっかけにしてほしい。

　戦争は私が生まれた
沖縄であったこと。人ごと
にするのではなくもっと
深く考えたい。自分と同じ
年齢くらいの人が大人と
戦ったのは怖くて想像が
できない。運天 美希さん

（屋我地ひるぎ学園９年）
比嘉 共樹先生

（屋我地ひるぎ学園）

　

6
月
7
日
、北
部
農
林
高
等
学
校

で
、講
師
の
川
満
彰
さ
ん
に
よ
る「
や

ん
ば
る
の
少
年
兵
護
郷
隊
」と
題
し

た
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
９
日
に
行
わ
れ
た
第
２４
回 

高

校
生
と
と
も
に
考
え
る
や
ん
ば
る
の

沖
縄
戦（
主
催
:名
護
市
教
育
委
員
会
）

で
は
、北
部
五
つ
の
高
校
か
ら
教
員

含
む
86
人
が
参
加
し
、伊
江
島
の
壕

や
犠
牲
者
を
祀
っ
た
慰
霊
塔
な
ど
を

巡
り
ま
し
た
。

　

川
満
さ
ん
は「
当
時
の
壮
絶
な
体

験
を
聞
き
伝
え
る
こ
と
で
、戦
争
を

起
こ
さ
せ
な
い
世
の
中
を
つ
く
る
こ

と
を
み
ん
な
で
考
え
て
ほ
し
い
」と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

他
人
事
に
す
る
の
で
は
な
く

考
え
た
い

壮
絶
な
体
験
を
聞
き
伝
え
る

　

6
月
14
日
、屋
我
地
ひ
る
ぎ
学
園

で
は
、中
学
生
を
対
象
に
平
和
学
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。講
師
に
は
沖
縄

県
平
和
祈
念
資
料
館
友
の
会
の
安
田

國
重
会
長
が
招
か
れ
、護
郷
隊
や
三

高
女
の
証
言
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

安
田
さ
ん
は「
人
間
が
お
か
し
く

な
る
よ
う
な
状
況
に
少
年
た
ち
は
お

か
れ
た
。人
間
が
人
間
で
な
く
な
る
。

戦
争
の
一
番
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
。皆

さ
ん
に
は
沖
縄
戦
、平
和
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
考
え
て
ほ
し
い
。願
う

平
和
か
ら
創
る
平
和
へ
し
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

安田 國重さん
（沖縄県平和祈念資料館友の会会長）

中学生
証言と資料で継承

特集 忘りてぃやならん やんばるの沖縄戦 継承のカタチ 

川満 彰さん
（名護市教育委員会）

高校生
戦跡を巡って継承

屋我地ひるぎ学園の平和学習の様子

6月9日、伊江島で戦跡を巡った高校生

6月7日、北農高校で講話する川満さん

資料を用いて説明する安田さん
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左から岸本いそのさん、羽山英人さん、松田末子
さん、上間恵さん、古我知さとみさん、金城
美智子さん、新里直子さん、岸本久美子さん

羽
地
地
域
の
沖
縄
戦
を
学
ぶ

紙
芝
居
と
マ
ッ
プ
を
作
成

　

名
護
市
青
少
年
育
成
協
議
会
羽
地

支
部（
青
少
協
羽
地
支
部
）の
文
化
振

興
部
と
名
護
市
婦
人
会
羽
地
支
部
は
、

地
域
の
沖
縄
戦
の
記
憶
継
承
を
行
っ

て
い
ま
す
。6
月
11
日
、取
り
組
み
に

携
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
集
い
、そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
「
戦
争
は
け
っ
し
て
過
ぎ
去
っ
た

過
去
の
問
題
で
は
な
い
。ま
た
、愚
か
な

人
だ
け
が
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る

も
の
で
も
な
い
。私
た
ち
は
戦
争
を

自
分
自
身
の
課
題
と
し
て
捉
え
、さ

ら
に
自
分
の
中
に
潜
む
戦
争
加
担
の

可
能
性
を
も
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
」。名
護
市
史「
戦
争
」

編
専
門
部
会
長
の
東
江
平
之
さ
ん
は

こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。（
名
護

市
史
本
編
・
３『
名
護
や
ん
ば
る
の

沖
縄
戦
』6
2
3
頁
）

　

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
戦
争
体
験
者

が
つ
ら
い
気
持
ち
を
こ
ら
え
て
、沖
縄

戦
を
語
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
証
言
は

様
々
な
カ
タ
チ
で
継
承
さ
れ
て
い
ま

す
。悲
惨
な
経
験
を
越
え
て
残
し
て

く
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
感
謝
し
、自
分

自
身
の
課
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。ぜ
ひ
沖
縄
戦
を
家
族
で

語
り
、考
え
る
機
会
を
持
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

羽
地
地
域
の
主
な
取
り
組
み

①
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
芝
居
作
成

　

体
験
者
1
3
5
人
か
ら
の
聞
き

取
り
調
査
を
も
と
に
制
作
さ
れ
た

「
ち
ー
ち
ゃ
ん
の
戦
争
」は
、羽
地
に

住
む
家
族
が
戦
時
中
と
戦
後
を
ど
う

生
き
た
の
か
を
リ
ア
ル
に
描
い
て
い

ま
す
。

　

婦
人
会
の
連
絡
員
の
古
我
知
さ
と
み

さ
ん
は「
紙
芝
居
は
、子
ど
も
が
わ
か

り
や
す
い
よ
う
に
表
現
を
工
夫
し
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　

青
少
協
羽
地
支
部
の
羽
山
英
人

さ
ん
は「
体
験
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

聞
き
、一
つ
一
つ
の
表
現
を
何
度
も

変
え
た
」と
語
り
ま
す
。

②
羽
地
の
平
和
マ
ッ
プ
の
作
成

　

各
字
の
字
誌
に
記
さ
れ
て
い
る
体
験

者
の
証
言
な
ど
を
も
と
に
現
地
調
査
を

し
作
成
し
た
も
の
で
す
。御
真
影
奉
安

殿
跡
地
や
忠
魂
碑
な
ど
現
在
も
残
る

戦
跡
の
説
明
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　未来ある子どもたち
が戦争に駆り出された
のは恐ろしくて想像し
がたい。平和な時代を
つくるために戦争の恐
ろしさを次世代に伝え
たい。

亀井 燎さん（北農高3年）

　戦争体験者の高齢
化が進む中で、 私た
ち１０代が生の声を
聴ける最後の世代に
るかもしれない。戦争
の悲惨さを伝えられ
るように学びたい。

玉城 優さん（名護高３年）

羽地地域
地域のみんな

紙芝居、マップで継承

　

家
庭
教
育
支
援
員
の
岸
本
い
そ
の

さ
ん
は「
お
母
さ
ん
た
ち
も
平
和
に

つ
い
て
勉
強
し
、命
を
つ
な
ぐ
こ
と
を

子
ど
も
に
伝
え
た
い
」と
語
り
ま
す
。

　

羽
山
さ
ん
は「
字
誌
の
体
験
談
を

も
と
に
現
地
に
行
く
と
子
ど
も
に
伝

え
た
い
も
の
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

学
校
で
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
る
松
田
末
子
さ
ん（
75
）

は「
私
が
幼
い
と
き
終
戦
し
た
の
で

戦
争
の
記
憶
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、今

の
若
い
人
に
つ
な
げ
た
い
と
思
う
。紙

芝
居
は
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ

る
だ
け
で
な
く
、青
年
に
も
通
じ
る

も
の
が
あ
る
。戦
争
は
ど
ん
な
も
の

な
の
か
子
ど
も
た
ち
の
心
に
記
し
、

沖
縄
が
穏
や
か
に
生
活
で
き
る
場
所

で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」と
思
い

を
語
り
ま
し
た
。

　

紙
芝
居
は
各
小
学
校
に
寄
贈
さ
れ
、

マ
ッ
プ
は
羽
地
地
域
各
世
帯
に
配
布

さ
れ
、地
域
の
平
和
学
習
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

平成29年度に
『名護・やんばるの沖縄戦資料編２』

が刊行されました。
　やんばる疎開（避難）も含めた県外
疎開に焦点を当てた他、名護市域の
沖縄戦として「屋我地島の沖縄戦」
「宇茂佐の沖縄戦」を取り上げました。
あわせて収録した「東江 戦後直後の
風景図」には、戦後、東江の人々が
民間人収容地区から帰郷してきた際
に、焼け残った家々で雑居して暮ら
した様子を地図上に表現しています。
区民の回想と風景図からは、沖縄戦
で被った悲しみを乗り越え、人間と
して生き抜こうとする人々の気概を
感じます。

『名護・やんばるの沖縄戦資料編２』
Ｂ５版 290頁 1,400円（税込）

名護市史編さん室問 53-5402☎

6月11日、羽地平和マップを広げる地域の皆さん 紙芝居（ちーちゃんの戦争）
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G
O
D
A
C（
国
際
海
洋
環
境
情

報
セ
ン
タ
ー
）は
、海
と
地
球
の
研
究

所
J
A
M
S
T
E
C（
国
立
研
究
開

発
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構
）の
拠

点
の
一
つ
と
し
て
2
0
0
1
年
に

名
護
市
豊
原
に
開
所
し
ま
し
た
。

J
A
M
S
T
E
C
の
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
デ
ー
タ
を
集
積
し
、世
界
中
に
発
信

す
る
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
、ま
た
地

域
の
皆
さ
ん
に
海
洋
科
学
技
術
を
も
っ

と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で

は
、そ
の
活
動
の
一
部
や
館
内
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

G
O
D
A
C
っ
て
何
？

　

G
O
D
A
C
に
は
、潜
水
調
査
船

や
探
査
機
が
深
海
で
撮
影
し
た
3
万

7
千
時
間
を
超
え
る
膨
大
な
深
海
映

像
デ
ー
タ
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
映
像
資
料
は
世
界
中
で
研
究
・
教
育

の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

映
像
や
画
像
は
G
O
D
A
C
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
に
無
料
で
公
開
さ
れ
て
い

る
た
め
、自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

見
た
こ
と
も
な
い
不
思
議
な
生
物
や

地
形
、海
底
か
ら
噴
き
出
す
熱
水
な

ど
、新
し
い
発
見
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。深
海
の
映
像
を
世
界
で

一
番
見
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
い
ち
お
し

映
像
も
毎
月
解
説
付
き
で
更
新
し
て

い
ま
す
。

深
海
の
世
界
、の
ぞ
い
て
み
る
？

　

貴
重
な
深
海
生
物
の
標
本
や
、潜
水

調
査
船
の
模
型
、実
際
に
手
で
触
れ

て
体
験
で
き
る
展
示
な
ど
が
並
ぶ

館
内
は
ま
る
で
深
海
の
博
物
館
。

G
O
D
A
C
館
内
に
は
展
示
物
に

つ
い
て
説
明
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る

の
で
、分
か
ら
な
い
こ
と
、も
っ
と
知
り

た
い
こ
と
を
気
軽
に
質
問
で
き
ま
す
。

1
人
で
来
て
も
、家
族
で
来
て
も
、子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
み
ん
な
が
楽
し

め
る
施
設
で
す
。

　

G
O
D
A
C
で
は
、年
間
を
通
し
て

工
作
教
室
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
貝
の
歯
を
取
り
出

す
解
剖
や
、深
海
ザ
メ
解
剖
シ
ョ
ー
は

子
ど
も
も
大
人
も
興
味
深
々
。水
中

G
O
D
A
C
は
深
海
の
博
物
館

もっと知りたい？海のこと、地球のこと！

国立研究開発法人海洋研究開発機構 （JAMSTEC） 国際海洋環境情報センター（GODAC）問

〒905-2172  名護市字豊原224-3　　50-0111住 ☎

ＧＯＤＡＣへ行こう！

カ
メ
ラ
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
な
ど
、他
で
は

体
験
で
き
な
い
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん

実
施
し
て
い
ま
す
。

G O DA C詳しくはWebへ

ⓒＪＡＭＳＴＥＣ/ＮＨＫ
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①第65回 GODACセミナー
『空気や人を対象とした流れのシミュレーション』
　本セミナーでは、空気や歩行者の「流れ」をテーマにコンピュータ上に
再現した流体シミュレーションについて紹介します。

7月20日（金）
午後3時10分～午後4時40分

沖縄工業高等専門学校
視聴覚ホール

②第66回 GODACセミナー 『海に漂うマイクロプラスチック』
　身近な海のごみ。海岸に流れ着くものや海底に沈むものもあります。
海の生き物への影響はどのようなものなのか？海洋ごみの特性について、
研究者と一緒に調べ考えてみよう。

8月12日（日）
　　　　　　

　
「
G
O
D
A
C
を
訪
れ
る
子
ど
も

た
ち
が
海
洋
科
学
に
触
れ
、未
来
の

科
学
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
願

い
が
、G
O
D
A
C
が
行
っ
て
い
る
県

内
外
の
出
前
授
業
や
人
材
育
成
活
動

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。G
O
D
A
C

は
、子
ど
も
た
ち
の
海
洋
科
学
へ
の

興
味
が
い
つ
か
仕
事
へ
繋
が
る
よ
う
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。　　

あ
な
た
も
未
来
の
科
学
者
に

　

G
O
D
A
C
に
は
、夏
休
み
の
自
由

研
究
に
役
に
立
つ
書
籍
も
多
数
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
今
後
夏
休
み

う
み
の
工
作
教
室
や
ゴ
ー
ダ
ッ
ク

ラ
ボ
、海
洋
教
室
な
ど
多
数
の
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
お
り
、市
民
の
ひ
ろ
ば

で
も
案
内
し
ま
す
。施
設
入
館
料
は

無
料
で
す
。皆
さ
ん
が
住
む
地
球
の

こ
と
、海
の
こ
と
、生
き
物
の
こ
と
を

Ｇ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｃ
で
学
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

GODACセミナー　　します！

東恩納 茜さん

永吉 麻衣子さん

比嘉 直人さん

有人潜水調査船「しんかい6500」のコックピット
の模型です。ここまで精巧に作られているものは
おそらくGODACにしかありません！

深海底で撮影された小さなトルネードです。
16年間深海の映像を見ていますが、この現象
は初めて見ました！

水圧実験装置を使い、カップ麺の容器に水深1000ｍと
同等の水圧をかける実験を目の前でお見せします！
結果はGODACに来て自分の目で確かめてくださいね！

日 時 場 所

日 時

場 所

①午前10時～午前11時30分
②午後  2時～午後  3時30分

GODAC
申込方法　電話受付（7月17日（火）より開始）
参加方法 聴講は自由参加ですが、ワークショップは各回先着30人の事前

予約制です(対象：小学校4年生～中学生)。詳しくはホームページ
をご覧ください。

GODACの　　がすごい職員が
教える

内 容 聴講、ワークショップ

参加無料

ⓒＪＡＭＳＴＥＣ
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ば
る  

避
難
所
を
兼
ね
た「
さ
ん
ぽ
道
」整
備

と
シ
ー
サ
ー
の
設
置

　

大
浦
区
は
海
抜
が
低
く
、台
風
な
ど

に
よ
る
浸
水
被
害
が
あ
る
た
め
、避
難

所
を
設
け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

瀬
嵩
へ
続
く
山
道
は
か
つ
て
通
学
路

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。山
道

を
整
備
す
る
こ
と
で
、避
難
所
と
し
て

の
利
用
と
、「
山
の
さ
ん
ぽ
道
」と
し
て

広
く
区
民
に
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

区
内
に
整
備
し
た
シ
ー
サ
ー
ロ
ー
ド

に
は
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の

区
民
が
参
加
し
て
作
っ
た
個
性
豊
か

な
シ
ー
サ
ー
が
並
び
ま
す
。区
内
の

い
た
る
と
こ
ろ
に
設
置
し
た
シ
ー
サ
ー

を
探
索
す
る
と
い
う
楽
し
み
方
も
で

き
ま
す
。

宮
里
区
長
の
お
話

み
ん
な
で
つ
く
る
地
域

　

今
後
の
目
標
と
し
て
、子
ど
も
た
ち

が
の
び
の
び
育
つ
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、世
代

間
交
流
を
活
発
に
行
い
、全
て
の
世

代
、区
民
全
員
で
、地
域
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
く
と
い
う
意
識
醸
成
が
大
事

に
な
り
ま
す
。

概要　◉花の植樹などの集落内整備
        ◉手作りシーサーの設置 
　　　◉瀬嵩へ続く山道の整備など

事業名　
住んでよし、訪れてよし！
魅せる愛するUPURAロード！

大
浦
区

世
代
間
交
流
が

        
地
域
活
性
化
の
カ
ギ

ち
ば
る
地
域
を
ご
紹
介 

シ
リ
ー
ズ
２ 

③
区
長 

宮
里 

辰
之

　
ち
ば
る
地
域
を
ご
紹
介
で
は
、平
成
２9
年
度

名
護
市
ち
ば
る
地
域
提
案
事
業
を
通
し
て
、

地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
ち
ば
っ
て
い
る
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

写真１
写真２

写真3

案内板を紹介する宮里区長
区のいたるところに手作り
シーサーが設置された
「山のさんぽ道」を整備する様子

PHOTO CAPTION

　マングローブ林やイチョウの木、樹齢約130年のガジュマルがあり、
子どもからお年寄りまでが参加できる行事がある。訪れたい、住み
たい、自立した大浦区を目指すため、事業を提案した。

大浦区
人口115人（53世帯）
（平成30年5月31日現在）

3 2 1
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ち
る  

区
長 

新
名 

善
治

写真１説明看板を
紹介する新名区長

写真２,3 区民が協力して
看板を設置した

PHOTO CAPTION

概要　◉カニマンガー、イズミガーの説明看板
　　　   設置および案内板の設置

事業名　
カニマンガー、イズミガーの説明看板
および案内板設置事業

結束力・やる気・自主性
区民力が魅力

ちばる地域をご紹介 シリーズ2 ④

汀間区

　汀間川、テマダ川に挟まれ、目の前には美しい大浦湾があり、緑豊
かな山がある自然豊かな地域です。平成28年度に改修工事を行った
2カ所の湧き水カニマンガーとイズミガー。区内外から訪れる人に
その歴史を知ってもらえるよう事業を提案した。

汀間区
人口255人（132世帯）
（平成30年5月31日現在）

3

2

1

歴
史
を
認
識

　
「
神
々
が
宿
る
歴
史
と
ロ
マ
ン
の

里
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
と
お

り
、区
の
御
願
行
事
だ
け
で
年
に
20
回

以
上
あ
り
ま
す
。

　

区
内
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、区
外
か
ら

訪
れ
る
方
に
も
歴
史
に
触
れ
て
も
ら

う
た
め
、湧
き
水
が
あ
る
場
所
、カ
ニ

マ
ン
ガ
ー
、イ
ズ
ミ
ガ
ー
の
案
内
板
と

説
明
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

新
名
区
長
の
お
話

４
年
間
の
事
業
で
区
民
の
和
が
強
化

　

４
年
連
続
で
ち
ば
る
地
域
提
案
事

業
を
行
っ
た
こ
と
で
、区
民
の
団
結
力

や
結
束
力
が
生
ま
れ
ま
し
た
。説
明
看

板
を
設
置
す
る
こ
と
で
、区
民
や
外
部

の
方
か
ら
喜
び
の
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、や
っ
て
よ
か
っ
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、役
員
を
中
心
と
し
た
作
業
を

通
し
て
、区
民
の
和
が
強
化
さ
れ
、達

成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
立
し
た
区
に
な
る
た
め
に
も
区
民

が
意
見
を
出
し
あ
っ
て
、良
い
方
向
へ

導
い
て
い
く
こ
と
で
、地
域
が
発
展
す

る
よ
う
努
め
た
い
で
す
。
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後期高齢者医療制度
被保険者の皆さまへ

53-1212（内線362／365）☎水道業務課 業務係問

５３-１２１２（内線１６７／１９５）☎国民健康保険課 後期高齢者医療担当問

　７５歳以上（後期高齢者医療制度の対象となる被保険者の皆さま）は８月１日から新しい被保険者証を使いましょう。

8月から被保険者証が切り替わります（有効期限が7月31日となります）

　後期高齢者医療制度の被保険者の皆さまは、８月
１日から被保険者証が切り替わります。新しい被保険者
証は７月下旬までに郵送しますので、ご確認ください。
※保険料や高額療養費制度の見直しがありました。
　詳細は、被保険者証と同封している『後期高齢者医療
　制度のごあんない』をご確認ください。

被保険者証の切り替えなどについて

　納付書、または口座振替で納付される方は、７月中旬
までに保険料額決定通知書および納付通知書を郵送
します。納付書で納付される方は、第１期の納期限が
７月31日（火）となっていますので、納め忘れのないよう
お願いします。
　年金から天引きされる方は、保険料額決定通知書
および特別徴収開始通知書を郵送しますので、ご確認
ください。

保険料について

応募先 郵送：〒905-8540　名護市港一丁目1番1号　名護市環境水道部 水道業務課
FAX：0980-53-5140     電子メール：suidougyoumu@city.nago.lg.jp

平成31年 7月31日平成30年 8月 1日

昭和 5年  7月 5日平成20年  4月 1日平成20年  4月 1日1割（※または3割）

12345678名護市港一丁目1番1号

沖縄県後期高齢者医療広域連合

後期　太郎
男

交付年月日

3 9 4 7 2 0 9 7

上下水道料金の
口座振替キャンペーン

　名護市水道業務課では、上下水道料金のお支払いに便利な口座振替をお勧めしています。口座振替を利用
されるお客さまへ抽選により景品をプレゼントします。

家庭用料金の方対象者対象者対象者

景  品 2万5千円相当の
カタログギフト
10人

2千円分の商品券

100人

8月1日（水）～9月30日（日）期 間

※イメージ

※当選発表は景品の発送をもってかえさせて
　いただきます。（11月頃を予定）

①キャンペーン期間中に口座振替の申し込みを
　された方…【自動エントリー】

②口座振替をご利用の方…窓口・郵送・FAX・
　電子メールなどでご応募ください。
　記入事項：水道使用住所・使用者氏名・水道番号
　　　　　　（お知らせ票をご覧ください）

対象・
応募方法
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介護保険サービス「利用者負担の割合」と
「高額医療・高額合算制度の利用者負担限度額」が改正されます。

53-1212（内線137）☎介護長寿課 介護保険料係問

介護保険に関するお知らせ

　平成30年8月から現役並みの所得のある方は、介護サービスを利用したときの負担割合が３割になります。

　平成30年8月算定分から利用者負担が高額になったときの負担限度額が変更されます。
　同じ世帯内で、医療保険と介護保険の自己負担額がいずれも高額になった場合、両者を合算して年間の限度額を
超えた場合には「高額医療合算介護サービス費」として後から支給されます。70歳以上の人について、所得区分と
自己負担限度額が次のとおり変更になります。

※低所得者Ⅰ区分の世帯で介護保険サービスの利用者が複数いる場合は、限度額の適用方法が異なります。
◉毎年7月31日時点で加入している医療保険の所得区分が適用されます。
◉支給対象となる人は医療保険の窓口へ申請が必要です。

　証書の適用期間は平成30年７月31日（火）
までとなっています。
　更新対象の方には「平成30年８月１日～平成31年
７月31日までの自己負担額割合が記載された新
しい介護保険負担割合証」を郵送していますので、
ご確認ください。

高額医療・高額介護合算制度の利用者負担限度額（年額/8月～翌年7月）

介護保険負担限度額認定証（食費・居住費の軽減）と介護保険負担割合証について

次の①②両方に該当する人
①本人の合計所得金額が220万円以上
②同じ世帯にいる65歳以上の人の「年金収入＋その他の合計所得金額」が
　単身世帯の場合340万円以上、2人以上世帯の場合463万円以上

３割負担

２割負担

1割負担 上記以外の人

次の①②両方に該当する人(※上記の3割負担の対象とならない方)
①本人の合計所得金額が160万円以上
②同じ世帯にいる65歳以上の人の「年金収入＋その他の合計所得金額」が
　単身世帯の場合280万円以上、２人以上世帯の場合346万円以上

所得区分
平成30年

7月算定分まで

70～74歳
の人が
いる世帯

後期高齢者医療制度
で医療を受ける
人がいる世帯

一般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ※

56万円
31万円
19万円

現役並み
所得者 67万円

平成30年
8月算定分から

所得区分 70～74歳
の人が
いる世帯

後期高齢者医療制度
で医療を受ける
人がいる世帯

課税所得 690万円以上

課税所得 380万円以上

課税所得 145万円以上

一般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ※

212万円
141万円
67万円
56万円
31万円
19万円

「介護保険負担限度額認定証」
（オレンジ色）をお持ちの方

「介護保険負担割合証」（黄色）をお持ちの方

　認定証の有効期限は平成30年７月31日（火）
までとなっています。
　更新対象の方には「更新のお知らせ」を郵送して
います。期間内に手続きを行うようお願いします。
更新申請期限 平成30年７月31日（火）まで

平成30年8月からの利用者負担の割合
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リレーエッセー企画  第 8 弾

あき内科クリニック事務長
平野 聡太郎 さん

県内消防本部勤務時代に内科医と結婚。県内消防
職員として史上初となる男性の育児休業を取得。
2016年6月あき内科クリニック事務長に就任。

昭 和 親 父 と 平 成 パ パ

　もう30年ほど前になる。母は父の傍らに座り巨峰の皮を
むいていた。父はテレビを観ながらそれを食べる。好みの温度
のお茶も添えられている。最初に夕飯に手を付けるのも父。
着替えも全て準備され最初に風呂に入るのも父。私は何の
違和感もなくそんな両親を見て育った。
　そして現在。毎日子どもを迎えに行き、宿題を見ながら夕飯
を作る。子どもたちが風呂から出る頃、「そろそろ帰る」と
妻からの“指令メッセージ”が入る。妻の帰宅と同時に子ども
たちと協力して夕飯をテーブルに運ぶ。妻の「今日の夕飯も
おいしそう！」の一言がいただきますの合図だ。子どもたちは
帰って来たばかりの母親に、学校であったことを話しながら
家族で夕飯を食べる。本当かどうかは分からないが、「お父さん
の作る夕飯はおいしいでしょう」と言いながら妻も楽しそうに
している。こんな言葉に踊らされてしまったのか、今ではキッ
チンは私のテリトリーになっている。

【家庭に期待する取り組み】
♢男女ともに家事・育児・介護を担っていくことができるよう、必要な技術を身につけましょう。男性も積極的に家事・
　育児・介護などを行いましょう。
♢育児休業や介護休業などの制度を理解し、積極的に活用していきましょう。
♢子育てや介護の問題を一人で抱え込まず配偶者や身近な人、関係機関などに相談しましょう。また、子育てや介護のサービス
　などについて理解を深め、自分のライフスタイルに合ったサービスを有効に活用しましょう。

男女共同参画社会とは
男女が互いに人権を尊重し合いながら、責任を分かち合い、一人ひとりの個性と能力を発揮できる地域社会のことです。

家庭生活における男女共同参画の推進

５３-５４４５☎地域力推進課問

　父親としての育児休業で想定外の事に振り回された。妻に
「皮膚は縫えるが布は縫えない」と言われ保育園の絵本バッグ
を作り、「仕事中に電話など取れない」と言われいつも保育園
からの発熱呼び出しに対応したあの日々。お互いの両親のサ
ポートは無く私は結構苦労した。でも今こうして自分が作った
夕飯を毎日家族で囲める日々に感謝している。「患者さんと
向かい合っている時が一番幸せ。患者さんの回復が仕事のや
りがい。仕事が生きがい」こう言われてしまうと、医師として
社会に関わりやすくするのがベストなのだろう。日々様々な
疾患について勉強している姿、患者さんに寄り添う姿を見る
と、男だから女だからという概念自体が時代遅れなんだと
思う。男女共同参画とは、単純に男女関係なく、みんな平等に
好きなことをやって幸せな社会になればいい。案外そういう
シンプルなもののような気がする。
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昨年の事業報告

クラウドファンディング

　久志地域は、「沖縄の古き良き原風景」が残る地域ですが、近年では少子
高齢化・過疎化が進み、豊かなコミュニティーを存続するには危機的問
題が出てきています。そこで、名護東海岸地域を聞いて、見て、繋がって、
好きになって、住んで、愛して、地元民になってくれるような東海岸『 L 』な
仲間たちを増やす交流促進事業を行います。

真稲神祠会(名護市真喜屋区 稲嶺区) 名護市久志支部区長会（名護市東海岸全１３区）

　皆さまからの温かいご支援でフラワーフェスティバル
2018を実施し、地域内外の交流促進ができました。
ご厚情に深く感謝します。
　また今回はカヌチャリゾートの協力を得て、婚活イベ
ントを開催しました。定員60人を超える参加があり、めで
たく９組18人のカップルが誕生しました。
　これからも住みやすく明るい地域づくりをしていき
ます。皆さまの温かいご支援をよろしくお願いします。

花と緑と笑顔あふれる
フラワーフェスティバル2018を開催

ふるさと納税で地域づくりを応援しよう！

　名護市では、市内の各地域から提案された取り組みの中から自由に選んでふるさと納税することができる「名護市ふるさと
納税クラウドファンディング事業」を実施しています。

Listen（聞いて）,Look（見て）,Link(繋がって）,Like（好きになって）,
Live（住んで）,Love（愛して）,Local（地元民）になろう！

http://city.nago.okinawa.jp/9/8982.html 
住
HP
〒905-8540 名護市港1-1-1 名護市財政課あて

☎ 53-1212 FAX５３-６２１０

☎ 53-1212（内線104）財政課 財政係問

威厳ある顔をもつ真稲獅
子の魅力と伝統技術を継
承するため、獅子の修復と
レプリカ製作を行いたい。

Listen（聞いて）,Look
（見て）,Link（繋がって）,
L ike（好きになって）,
L ive（住んで）,Love
（愛して）,Local（地元民）
になろう！（２０１７）

新規事業紹介

目標金額 5,200,000円　

寄附の方法
郵送、電話、ファックスなどで応援できます。
ホームページで確認できます。

寄附
方法

　獅子頭の老朽化のため、これまでは獅子を使わずに
練習していました。しかし、これからはレプリカ獅子で思う
存分練習をし、本番の豊年祭では神獅子を使って演舞が
できます。

今年の「獅子舞」が楽しみ

　神獅子とレプリカ獅子の製作ができたのは、多くの
方からの寄附のおかげです。今後は、伝統継承は元より、
県内外で真喜屋・稲嶺区の『獅子舞』のすばらしさを発信
していきます。本当にありがとうございました。

県内外に獅子舞のすばらしさを発信

1,427,000円（目標の61％達成）集まった金額 2,182,000円（目標の72％達成）集まった金額

用　途 各種地域交流イベント費、
地域資源の活用事業、
過疎化対策事業 期　間 平成30年6月15日～平成30年10月31日

事業コード：
ＣＦ３０００１

名護市久志支部区長会(名護市東海岸全13区) ☎ 55-8101（久志支所内） 午前8時30分～午後5時問

事業コード：ＣＦ２９００１事業コード：ＣＦ２８００３
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経済金融活性化特区・
情報特区の企業と雇用
平成30年5月末現在

企 業 数
雇用者数

46社
1,096人

　

社
員
一
人
ひ
と
り
の
働
き
方
を
支

援
し
て
く
れ
る
社
風
が
あ
り
ま
す
。

会
社
の
ポ
リ
シ
ー
の「
足
ら
ず
を
補

う
」の
考
え
の
も
と
、人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、社
長
が
面
談
を
通
じ
て
仕

事
環
境
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
一
緒
に

考
え
て
く
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、子
育
て
中
の
社
員
へ
の

相
談
・
調
整
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、私

の
よ
う
に
海
外
で
の
長
期
研
修
や
産

学
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
社
員
を

支
援
し
て
く
れ
る
会
社
で
も
あ
り
ま

す
。そ
の
お
か
げ
で「
実
学
的
研
究
の

連
携
基
盤
を
つ
く
る
」と
い
う
目
標
に

向
か
っ
て
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
社
の
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
！

ご意見・ご感想をお寄せください

特定非営利活動法人NDA
TEL.0980-55-3333　FAX.0980-55-3332
メールアドレス.info-nda@nda.city.nago.okinawa.jp

商工観光局　経済金融活性化特区推進室（企業誘致班）
TEL.0980-53-7530　FAX.0980-53-7522

お問い合わせ先

WEBでも
情報発信しています！
■ NDAホームページ
　 http://nda.city.nago.okinawa.jp/
■ 商工観光局　経済金融活性化特区推進室（企業誘致班）
　 http://www.city.nago.okinawa.jp/4/3259.html

特区で働こう！

　

今
月
は
、名
護
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

館
に
入
居
し
て
い
る『
株
式
会
社 

数

理
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
』

で
働
い
て
い
る
島
康
貴
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

笑顔でインタビューに応じる島さん

にぎやかな社内オフィスの様子

『株式会社 数理エンジニアリングサービス』
※旧：INDEX（株）　

　

産
官
学
連
携
の
取
り
組
み
は
、ま

だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
す
が
、

多
く
の
方
々
の
協
力
を
大
切
に
し
て

軌
道
に
乗
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
地
元
で
優
秀
な
人
材
を

育
て
、そ
の
人
材
と
一
緒
に
新
た
な

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
せ
る
会

社
と
な
り
、生
ま
れ
育
っ
た
名
護
に

活
力
を
提
供
し
続
け
る
存
在
と
な
れ

る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

今
後
の
目
標
は
？

　

弊
社
は
、東
京
に
あ
る
グ
ル
ー
プ

会
社
の「
㈱
数
理
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
」

と
連
携
し
て
、業
務
シ
ス
テ
ム
の

「
保
守
」「
運
用
」お
よ
び
業
務
代
行

な
ど
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
を

行
っ
て
い
る
会
社
で
す
。

　

一
例
と
し
て
は
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト

会
社
の
Ｉ
Ｔ
部
門
の
一
部
業
務
を

代
行
し
、業
務
管
理
に
使
用
し
て
い

る
携
帯
端
末
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

の
手
配
や
、故
障
時
の
修
理
受
け
付

け
や
お
問
い
合
わ
せ
対
応
な
ど
、幅

広
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

何
を
し
て
い
る
会
社
？

　

現
在
の
職
に
就
く
以
前
は
、母
校

で
あ
る
名
桜
大
学
で
Ｉ
Ｔ
関
連
の

非
常
勤
講
師
を
し
て
い
ま
し
た
。そ

の
際
に
弊
社
の
社
長
と
、名
桜
大
学

を
地
域
の「
活
力
」と「
人
材
」の
供
給

源
に
で
き
な
い
か
意
見
交
換
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
名
桜
大
学
の

国
際
色
を
生
か
し
、海
外
と
の
架
け

橋
と
な
る
人
材
育
成
や
、国
内
外
か

ら
知
識
と
人
が
集
ま
り
交
流
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
、

心
機
一
転
、転
職
し
ま
し
た
。

就
職
の
き
っ
か
け
は
？

　

入
社
後
、ブ
リ
ッ
ジ
人
材
と
し
て

の
経
験
を
積
む
た
め
、産
官
学
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
11
月
か
ら
約
2
年
半
、沖

縄
県
の
万
国
津
梁
人
材
育
成
事
業
を

活
用
し
て
、国
立
マ
レ
ー
シ
ア
国
民

大
学
で
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
手
法
の

研
究
開
発
と
人
脈
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

現
在
は
、行
政
や
名
桜
大
学
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
団
体
と
連
携
し

て
、企
業
の
知
識
や
技
術
を
大
学
に

提
供
し
、研
究
や
学
生
の
育
成
に
活

用
で
き
る
産
学
管
連
携
の
仕
組
み

づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

会
社
で
の
お
仕
事
は
？
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～まずスコーンとスムージーをご堪能あれ！ランチメニューも絶品な
　　　　　　　　　　　『こもれびCafe』の魅力をご紹介します～　

キラリ輝くキラリ輝く
市内の中小企業・小規模事業者の取り
組みを紹介するコーナーです。今月は、
「こもれびCafe」を紹介します。

Vol.
38

こもれび空間で落ち着き、午後の活力に
　明るい店内でさまざまなイベントを行い、交流の場として活用していただけたらと
考えています。仲間とランチしながらゆんたくして、笑って、癒しの時間を過ごし、
午後の活力としていただけたら幸いです。

Q

　昔からの夢だったカフェを昨年12月にOPENしました。子ども連れの親子も安心
してご利用できるようにキッズスペースも用意しています。これまでスムージーと
スコーンのお店を構えてきたこともあり、スムージーは子どもでも飲みやすいよう
試行錯誤を重ねた自慢の味に仕上げています。また、ボリューム感あるランチで
男性の方も満足できますので、見て・食べて・楽しんでいただきたいです。

子ども連れからお一人さままでくつろげる癒やし空間

こもれびCa fe

飲食業主な事業

090-6636-8411電 話

komorebi1002L INE  I D　

名護市大北3-17-7 1F住 所

園芸畜産課 園芸係問 53-1212（内線286）電 話

ナ
グ
リ

月刊
　

今
回
は
、有
害
鳥
獣
駆
除
を
行
っ
て

い
る
一
般
社
団
法
人
沖
縄
県
猟
友
会

（
猟
友
会
）の
島
袋
和
則
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
と
は
、農
作
物
に
被
害

を
及
ぼ
す
カ
ラ
ス
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
を

駆
除
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。市
か
ら

委
嘱
を
受
け
た
名
護
市
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
員
16
人
は
、猟
銃
や
罠
を
用
い
て

有
害
鳥
獣
を
駆
除
し
ま
す
。隊
員
の
一
人

で
あ
る
島
袋
さ
ん
は「
私
た
ち
の
活
動
は

農
家
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
、住
民
の
協

力
と
理
解
が
必
要
。野
生
動
物
が
相
手

の
た
め
、簡
単
に
駆
除
は
で
き
な
い
が
、

適
正
狩
猟
を
守
り
、少
し
で
も
農
作
物

の
被
害
を
減
ら
し
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　

山
林
や
獣
道
な
ど
、危
険
な
場
所
へ
も

立
ち
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
安
全
第
一

が
大
切
。狩
猟
を
行
う
と
き
は
、事
前
に

現
地
調
査
を
行
い
、安
全
確
認
す
る
こ

と
で
万
全
を
期
し
、実
施
し
て
い
ま
す
」

と
語
り
ま
し
た
。

「
稼
げ
る
」「
カ
ッ
コ
い
い
」「
感
動
が
あ
る
」

新３K

農
業
の
確
立
を
目
指
し
て

　
「
今
後
は
、若
い
人
た
ち
に
も
狩
猟
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
も
ら
い
、名
護
市
の

農
家
の
被
害
を
防
い
で
ほ
し
い
」と
思
い

を
語
り
ま
し
た
。

島袋さん(右から2人目)と猟友会の皆さん

豚の軟骨をじっくり煮込みほどよく
スパイスが効いた『軟骨ソーキカレー』
がキラリ輝いています。

ここがキラリ！

（左）千葉 百々花氏　（右）代表者 小浜 夏希氏

小浜 夏希代 表

平
成
29
年
度
の
有
害
捕
獲
実
績

◉
カ
ラ
ス　

5
8
6
5
羽

◉
イ
ノ
シ
シ　

1
3
1
頭
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　「あけみお」は夜明けの美しい静かな
入り江の青 と々した水の流れのことです。
『あけみおのまち名護』のコーナーでは
各種教育施設や市民団体の活動などの
情報を掲載します。

53-5428（平日：午前9時～午後5時）☎名護中央公民館　問

　
５
月
29
日
、豊
見
城
市
立
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
公
益
社
団
法
人

沖
縄
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
の

定
期
総
会
で
、顕
彰
事
業
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。名
護
市
か
ら
は
善
行

青
少
年
の
部
で
米
盛
光
織
さ
ん
、模
範

活
動
団
体
の
部
で
屋
我
地
青
年
会
が
、

長
年
の
活
動
実
績
が
認
め
ら
れ
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人 

沖
縄
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
顕
彰
事
業

（
善
行
青
少
年
の
部・育
成
功
労
者
の
部・模
範
活
動
団
体
の
部
）表
彰
式

◉
出
張
名
護
博
物
館
に
つ
い
て

　

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

開
催
す
る「
夏
休
み
こ
ど
も
自
由
研
究

in
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」の

一
画
に
名
護
博
物
館
が
出
張
し
ま
す
。

◇
日
時　

8
月
4
日（
土
）・
5
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◇
場
所　
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

※
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉
第
11
回 

泡
盛
展

「
ボ
ト
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

◉
夏
休
み
こ
ど
も
絵
画
教
室

◇
日
時　

 

7
月
28
日（
土
）・
29
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

◇
場
所　

名
護
博
物
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◇
料
金　

2
0
0
円（
保
険
な
ど
）

◇
講
師　

具
志
堅 

誓
謹
氏   

　

大
城 

弥
久
氏

◇
対
象　

小
学
生（
先
着
20
人
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◇
持
ち
物　

絵
の
具
セ
ッ
ト
、

　

え
ん
ぴ
つ
、消
し
ゴ
ム
、飲
み
物

◇
主
催　

名
護
博
物
館
友
の
会

博
物
館
だ
よ
り

お
知
ら
せ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
催
し
物
※
入
場
無
料

53-1342☎名護博物館問

表彰された米盛さん(前列右)と屋我地青年会関係者

大
切
な
朝
ご
は
ん

〜
ひ
と
り
で
で
き
る
よ
〜

◇
日
時　

①
７
月
31
日（
火
） 

午
前
10

　

時
〜
正
午 

②
8
月
1
日（
水
） 

午

　

前
10
時
〜
正
午 　

◇
場
所　
①
名
護
中
央
公
民
館（
調

　

理
室
） 

②
羽
地
支
所（
調
理
室
・
研

　

修
室
）

◇
講
師　
名
護
市
食
生
活
改
善
推
進

　

協
議
会（
わ
か
め
会
）

◇
対
象　
小
学
1
年
生
〜
6
年
生
、

　

ま
た
は
親
子（
1
年
生
〜
3
年
生
は

　

親
、も
し
く
は
4
年
生
以
上
の

　

兄
弟
・
姉
妹
同
伴
）

◇
料
金　
1
人
3
0
0
円　

親
子

　
（
姉
妹
・
兄
弟
）ペ
ア
5
0
0
円　

◇
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾　

◇
定
員　

①
、②
各
先
着
20
人

◇
申
込
期
間　

７
月
２
日（
月
）〜　

　

20
日（
金
）

楽
し
い
将
棋
教
室

◇
日
時　

 

7
月
18
日（
水
）、25
日（
水
）、

　

8
月
1
日（
水
）（
全
３
回
） 

午
後
６

　

時
〜
午
後
８
時

◇
場
所　

名
護
中
央
公
民
館（
茶
室
）

◇
講
師　

我
那
覇 

岬
氏

　
（
沖
縄
県
将
棋
連
盟
名
護
支
部
）

◇
対
象　

将
棋
に
興
味
が
あ
る

　

小
学
生
以
上
の
方　

◇
定
員　

先
着
10
人　

◇
申
込
締
切　

7
月
13
日（
金
）

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

　

ま
す
。

マ
イ
ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
グ
作
り

◇
日
時　

8
月
4
日（
土
） 

午
前
9
時

　

30
分
〜
午
後
3
時
30
分 

◇
場
所　
名
護
中
央
公
民
館（
工
作
室
）

◇
講
師　

崎
山 

昌
代
氏

◇
対
象　

一
般　
　

中
央
公
民
館
講
座

53-5429☎
名護市青少年育成協議会事務局 地域力推進課問

◇
日
時　
7
月
19
日（
木
）〜
22
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

◇
主
催　

山
原
島
酒
之
会

◇
料
金　
２
千
円（
材
料
費
）　

◇
持
ち
物　
は
さ
み
、木
工
用
ボ
ン
ド
、

　

洗
濯
ば
さ
み（
20
個
）、軽
食
、飲
み
物

◇
定
員　

先
着
15
人

◇
申
込
期
間　
７
月
２
日（
月
）〜

　

20
日（
金
）

※
無
料
一
時
保
育
あ
り（
要
予
約
）。

　

先
着
10
人
ま
で（
0
歳
児
〜
小
学

　

生
）。

ほ
た
る
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だ
よ
り

～名護・やんばるの自然と文化～

vol.
158

名
護
市
文
化
財
保
存
調
査
委
員　

比
嘉 

麻
乃

　

平
成
16
年
2
月
、名
護
市
川
上
、本

部
町
伊
豆
味
、今
帰
仁
村
謝
名
の
3
地

域
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能「
操
り
獅
子
」

が「
国
の
記
録
作
成
等
を
講
ず
べ
き

無
形
の
民
俗
文
化
財
」に
選
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

操
り
獅
子
と
は
、沖
縄
に
お
い
て

一
般
的
で
あ
る
二
人
立
ち
の
獅
子
舞

と
は
異
な
り
、獅
子
の
頭
部
と
臀
部
に

1
本
ず
つ
糸
を
結
び
つ
け
、そ
の
2
本

の
糸
を
舞
台
の
天
井
に
取
り
付
け
ら

れ
た
竹
な
ど
の
棒
に
渡
し
て
、舞
台
裏

か
ら
操
る
仕
組
み
の
獅
子
舞
で
す
。県

内
に
お
い
て
こ
の
3
地
域
に
の
み
見
ら

れ
、ま
た
全
国
的
に
見
て
も
糸
操
り
の

獅
子
舞
は
大
変
珍
し
く
、と
て
も
貴
重

な
民
俗
芸
能
と
言
え
ま
す
。中
で
も
他

に
類
を
見
な
い
の
が
、小
さ
な
操
り
獅

子
の〝
子
獅
子
〞と
大
き
な〝
親
獅
子
〞

が
登
場
す
る
川
上
の「
子
獅
子
舞
い
」

で
す
。

　

川
上
の
操
り
獅
子
は
、旧
暦
8
月
8

日
、9
日
前
後
の
土
日
に
行
わ
れ
る
豊

年
祭
の
中
で
、奉
納
踊
り
の
最
終
演
目

と
し
て
登
場
し
ま
す
。演
目「
子
獅
子

舞
い
」で
は
照
明
が
落
と
さ
れ
、舞
台
は

月
明
か
り
が
照
ら
す
夜
空
へ
と
変
わ

り
ま
す
。舞
台
で
は
、2
頭
の
子
獅
子
が

「
伊
計
離
節
」の
演
奏
に
合
わ
せ
て
舞

台
中
央
に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
ム
ン
ダ
ニ

（
黄
金
の
玉
）に
飛
び
つ
い
て
取
り
合
い

ま
す
。ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
と
飛
び
跳
ね
な

が
ら
戯
れ
る
そ
の
さ
ま
は
、何
と
も

愛
く
る
し
く
、見
て
い
る
と
つ
い
顔
が

ほ
こ
ろ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。そ
し
て

そ
の
演
舞
中
、舞
台
袖
で
は
親
獅
子
が

そ
っ
と
見
守
る
よ
う
に
座
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
他
の
地
域
の
操
り
獅
子
で
は

見
ら
れ
な
い
光
景
で
す
。一
つ
前
の
演

目
で
力
強
く
舞
っ
て
い
た
獅
子
も
、子

ど
も
た
ち
の
前
で
は
愛
情
に
満
ち
た

母
親
の
顔
に
な
る
の
で
す
。そ
の
姿
か

ら
は
親
子
愛
を
感
じ
、見
て
い
る
者
を

温
か
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

川
上
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

親
子
共
演
の
子
獅
子
舞
い
。旧
暦
の
8

月
に
は
、ぜ
ひ
川
上
の
豊
年
祭
へ
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

５３-7246☎名護市立中央図書館問

　

お
し
い
れ
に
入
れ
ら
れ
た
2
人

が
ハ
ラ
ハ
ラ
、ゾ
ク
ゾ
ク
大
冒
険
！

川上の操り獅子
じ　　しあやつ

体長約50cmの小さな操り獅子 最終演目「子獅子舞い」

53-3012☎名護市教育委員会 文化課 文化財係問

『
お
し
い
れ
の
ぼ
う
け
ん
』

ふ
る
た
た
る
ひ
、た
ば
た
せ
い
い
ち
／
さ
く　

童
心
社

◉
ア
メ
リ
カ
情
報
コ
ー
ナ
ー
上
映
会

　
『a bug's life
』（
95
分
）　

　

7
月
8
日（
日
） 
午
後
２
時
30
分
〜

　

※
音
声
・
字
幕
は
英
語
で
す
。　

　

今
月
末
か
ら
は
夏
休
み
で
す
ね
。図

書
館
で
は
夏
休
み
の
宿
題
に
役
立
つ
本

を
た
く
さ
ん
準
備
し
て
い
ま
す
。ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉
子
ど
も
司
書
体
験
、図
書
館
司
書

体
験
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

本
の
返
却
や
整
理
な
ど
、利
用
し
て

い
る
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
図
書
館
の

仕
事
体
験
が
で
き
ま
す
。

①
子
ど
も
司
書
体
験
講
座

◇
日
時　

８
月
１
日（
水
）、２
日（
木
）

　

8
時
30
分
〜
正
午

◇
対
象　

名
護
市
在
住
の
小
学
４
年
生

　
〜
６
年
生 

※
先
着
４
人

②
図
書
館
司
書
体
験
講
座

◇
日
時　

８
月
８
日（
水
）、９
日（
木
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
3
時

◇
対
象　

名
護
市
在
住
の
中
学
生

　

お
よ
び
高
校
生 

※
先
着
４
人

※
い
ず
れ
の
講
座
も
２
日
間
参
加
で

　

き
る
方
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

◇
申
込
期
間　

７
月
１
日（
日
）〜

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
図
書
館
に
お
い
で
よ
！
】

「
図
書
館
の
お
仕
事
」体
験
し
て
み
る
？

図
書
館
イ
ベ
ン
ト
案
内

◉
お
は
な
し
会（
毎
週
土
曜
日
）

　

午
前
11
時
〜

ア
メ
リ
カ
の
お
菓
子
を
つ
く
ろ
う（
無
料
）

◇
日
時　
７
月
８
日（
日
）

　

午
後
2
時
〜
午
後
4
時

◇
場
所　

名
護
中
央
公
民
館

　
（
調
理
実
習
室
）

◇
定
員　

親
子
ペ
ア
で
８
組（
親
１
人

　

に
つ
き
子
2
人
ま
で
）

※
要
予
約（
定
員
に
達
し
次
第
締
め

　

切
り
ま
す
）。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

◉
う
ち
な
ー
芝
居
上
映
会

　
『
山
内
棒
と
諸
見
里
ア
コ
ー
』（
６8
分
）

　

7
月
11
日（
水
） 

午
後
２
時
30
分
〜

◉
図
書
館
上
映
会

　
『
色
あ
せ
て
カ
ラ
フ
ル
』（
60
分
）

　

7
月
22
日（
日
） 

午
後
２
時
30
分
〜
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まちの話題

　

5
月
27
日
、な
ご
ア
グ
リ
パ
ー
ク
で

第
1
回 

ま
ん
ま
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
、駐
車
場
に
約
90
の
ブ
ー

ス
が
並
ん
だ
。主
催
し
た
樋
口
優
子
さ

ん
は「
衣
替
え
の
時
期
に
家
の
物
を
ひ
っ

ぱ
り
出
し
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
。ま

た
第
2
回
も
実
施
し
た
い
」と
語
っ
た
。

　

友
人
と
出
店
し
た
田
中
佑
未
子
さ
ん

（
名
桜
大
3
年
）は「
大
学
生
活
で
溜

ま
っ
て
き
た
使
わ
な
い
衣
類
が
必
要
な

人
に
売
れ
る
と
う
れ
し
い
」と
語
っ
た
。

衣
替
え
と
断
捨
離
を

第
1
回 

ま
ん
ま
る
フ
リ
マ

　

5
月
19
日
、名
護
陸
上
競
技
場
で
第

34
回 

ワ
ラ
ビ
ン
ピ
ッ
ク（
N
P
O
法
人

名
護
市
体
育
協
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
、

各
小
学
校
や
陸
上
ク
ラ
ブ
の
児
童

約
1
0
9
0
人
が
参
加
し
、日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
競
い
合
っ
た
。ジ
ャ
ベ

リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
で
大
会
新
記
録
を
出
し

た
金
城
佑
采
さ
ん（
12
）は
、「
競
技
最

後
の
投
て
き
だ
っ
た
の
で
、力
い
っ
ぱ
い

投
げ
た
。大
会
記
録
が
出
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
が
、記
録
を
出
せ
て
う
れ

し
い
」と
笑
顔
で
話
し
た
。

　

今
大
会
は
、三
つ
の
競
技
で
大
会
記

録
が
更
新
さ
れ
た
。

3
競
技
で
大
会
新
記
録
　
第
34
回 

ワ
ラ
ビ
ン
ピ
ッ
ク

ゆ
　
あ

歯
の
健
康
は
体
の
健
康

　

6
月
3
日
、イ
オ
ン
名
護
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

第
42
回 

デ
ン
タ
ル
フ
ェ
ア
北
部
が
開

催
さ
れ
、会
場
は
多
く
の
家
族
連
れ
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

　

虫
歯
が
な
い「
よ
い
歯
の
子
」で
表
彰

さ
れ
た
山
城
由
梨
香
さ
ん（
稲
田
小
6

年
）は「
毎
食
後
必
ず
歯
磨
き
を
し
て

い
る
。甘
い
も
の
は
好
き
だ
け
ど
、こ
の

ま
ま
虫
歯
が
で
き
な
い
よ
う
気
を
つ

け
た
い
」と
話
し
た
。

　

8
0
2
0
運
動
で
表
彰
さ
れ
た
池
原

善
廣
さ
ん（
80
）は「
70
歳
を
超
え
て
か

ら
特
に
歯
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。毎
日
て
い
ね
い
に
磨
く
こ
と
を
心

が
け
て
い
る
」と
語
っ
た
。

フリーマーケットを楽しむ参加者イベントではブラッシング指導などが行われた

せ
　 

な

全力で走る選手ら

躍動感ある跳躍をみせた400ｍリレーで笑顔を見せる選手

大
会
新
記
録

【
女
子
共
通
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
】

　

金
城 

佑
采（
久
辺
ク
ラ
ブ
）

　

記
録　

43
・
62
ｍ

【
女
子
共
通
80
m
ハ
ー
ド
ル
】

　

新
城 

梨
杏（
屋
我
地
ひ
る
ぎ
ク
ラ
ブ
）

　

記
録　

15
・
4
秒

【
女
子
共
通
1
0
0
0
ｍ
】

　

喜
瀬 

桜
子（
名
護
陸
上
ク
ラ
ブ
）

　

記
録　

3
分
15
・
66
秒
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M a c h i  n o  W a d a i

教
え
子
が
恩
師
の

随
筆
集
を
出
版

全用先生と教え子

　

１
９
５
４
年
４
月
か
ら
１
９
６
８

年
３
月
ま
で
屋
部
中
学
校
で
教
鞭
を

と
っ
て
い
た
山
里
全
用
さ
ん
の
随
筆

集「
長
居
は
無
用
」が
教
え
子
や
関

係
者
の
協
力
の
も
と
6
0
0
冊
出
版

さ
れ
た
。

　

６
月
２
日
に
屋
部
公
民
館
で
行
わ

れ
た
出
版
祝
賀
会
に
は
、元
同
僚
の

先
生
や
教
え
子
約
８０
人
が
集
ま
り
、当

時
の
先
生
と
の
思
い
出
を
語
り
合
っ
た
。

　

山
里
さ
ん
は「
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

や
み
ん
な
の
言
葉
に
と
て
も
感
激
し

て
い
る
」と
話
し
た
。

　

随
筆
集
は
名
護
市
中
央
図
書
館
や

各
中
学
校
に
寄
贈
さ
れ
る
。

　

名
護
市
商
工
会
が
行
う
名
護
市

特
産
品
認
証
制
度「
く
く
る
ナ
ゴ

S
T
O
R
Y
」で
今
年
新
た
に
9
事

業
者
15
商
品
が
認
証
さ
れ
た
。5
月

23
日
、I
Z
U
M
O（
名
護
出
雲
殿
）

で
認
定
証
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。同

制
度
は
地
域
に
根
差
し
た
特
産
品
を

P
R
す
る
た
め
に
区
長
の
推
薦
を
受

け
て
申
請
す
る
も
の
で
、認
証
さ
れ

る
と
商
工
会
か
ら
商
品
開
発
の
助
言

や
販
路
開
拓
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

市
内
で
栽
培
さ
れ
る
落
花
生
で

作
っ
た
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
ペ
ー
ス
ト
が
認
証

さ
れ
た
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
沖
縄
の

金
城
恵
子
さ
ん
は「
地
元
の
素
材
を

国
外
に
も
P
R
し
た
い
。昔
か
ら
あ

る
沖
縄
の
落
花
生
を
味
わ
っ
て
ほ
し

い
」と
語
っ
た
。

市
特
産
品
認
証
に

新
た
に
9
事
業
者
15
商
品認定証を手にし、商品をPRする認定事業者

　

6
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の
第
60

回 

水
道
週
間
に
合
わ
せ
、全
国
各
地

で
水
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。名
護
市
で
は
、

水
浄
化
実
演
や
、災
害
時
な
ど
に
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
で
行
わ
れ
る

給
水
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

　

6
月
7
日
、配
管
実
技
体
験
が
名

護
市
役
所
中
庭
で
実
施
さ
れ
、名
護

商
工
高
校
の
生
徒
が
参
加
し
た
。松
川

晃
太
郎
さ
ん（
同
校
1
年
）は「
当
た

り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
い
た
水
は
、水

道
管
を
設
置
す
る
人
、浄
水
す
る
人

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
の
手
に
よ
っ
て

運
ば
れ
て
い
る
。水
は
当
た
り
前
じ
ゃ

な
い
」と
話
し
た
。配
管
実
技
指
導
を

行
っ
た
株
式
会
社
秀
K
E
N
の
金
城

和
也
工
事
部
長
は「
担
い
手
が
減
っ
て

い
る
の
で
、意
欲
的
に
実
技
体
験
し

て
く
れ
る
若
者
が
増
え
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。

水
道
水 

安
全
お
い
し
い

金
メ
ダ
ル

配管技術体験に参加する名護商工高校の生徒

　

語
呂
合
わ
せ
で「
ご
み
ゼ
ロ
」の
日
、

5
月
30
日
に
合
わ
せ
て
平
成
30
年
度

ご
み
不
法
投
棄
等
防
止
県
下
一
斉

パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式
が
羽
地
支
所
で

行
わ
れ
、名
護
市
や
県
の
関
係
者
が

参
加
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
県
内
の
不
法
投
棄

数
は
1
1
7
件
に
上
り
総
重
量
は

1
7
9
6
ト
ン
と
、昨
年
に
比
べ

1
3
7
ト
ン
増
加
し
た
。県
環
境
部

環
境
規
格
統
括
監
の
棚
原
憲
実
さ
ん

は「
一
部
の
心
無
い
人
の
行
為
に
よ
り

自
然
だ
け
で
は
な
く
観
光
産
業
に
も

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。今
後
も

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

　

一
行
は
羽
地
地
域
、屋
我
地
地
域

の
不
法
投
棄
現
場
を
視
察
し
、清
掃
活

動
を
行
っ
た
。約
20
分
で
約
2
3
0
㎏

の
ご
み
を
回
収
し
た
。

ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

県
下
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル清掃活動で回収されたごみ
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今月のフォト

老
人
ク
ラ
ブ
が
地
域
の

子
ど
も
を
歩
い
て
見
守
り 結成式の後、為又区内を歩く見守り隊

あいさつする古堅冨美子会長

　

地
域
の
高
齢
者
が
小
学
生
の
下
校

時
に
地
域
を
歩
い
て
見
守
る
た
め
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
為
又
老
人
ク
ラ
ブ

見
守
り
隊
が
結
成
さ
れ
た
。5
月
30

日
、為
又
集
落
セ
ン
タ
ー
で
結
成
式

が
行
わ
れ
た
。

　

又
吉
康
弘
隊
長
は「
健
康
づ
く
り

も
兼
ね
て
歩
き
な
が
ら
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
活
動
し
た
い
」と

語
っ
た
。　

　

隊
の
最
高
齢
95
歳
の
屋
嘉
ツ
ル
さ

ん
は「
足
腰
は
強
い
か
ら
、地
域
の
た

め
に
ゆ
ん
た
く
し
な
が
ら
見
守
り
を

し
た
い
」と
笑
顔
を
み
せ
た
。

地
域
の
高
齢
者
が
集
う

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

2年ぶりに優勝した源河まるよしチーム

　

5
月
24
日
、愛
楽
園
多
目
的
広
場
で

第
27
回 

名
護
市
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
、市
内
か
ら
26
チ
ー

ム
1
6
2
人
が
参
加
し
た
。

　

11-

10
の
僅
差
で
決
勝
を
制
し
た

源
河
ま
る
よ
し
チ
ー
ム
は
2
年
ぶ
り

に
優
勝
カ
ッ
プ
を
手
に
し
た
。主
将
の

真
栄
田
義
和
さ
ん
は「
優
勝
で
き
て

う
れ
し
い
。チ
ー
ム
の
女
性
が
活
躍
し

た
お
か
げ
。来
年
も
優
勝
し
2
連
覇

を
狙
い
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
た
。

　
5
月
26
日
、屋
部
小
学
校
創
立
1
3
0

周
年
記
念
式
典
と
祝
賀
会
が
同
校
体

育
館
で
行
わ
れ
、卒
業
生
約
2
0
0

人
が
出
席
し
た
。

　

児
童
代
表
と
し
て
仲
村
美
緒
さ
ん

（
同
校
6
年
）は
、「
屋
部
小
学
校
の

校
庭
に
は
大
き
な
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木

が
あ
り
、長
い
歴
史
を
物
語
っ
て
い

る
。こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
困
難
を

乗
り
越
え
て
き
た
と
先
輩
か
ら
聞
い

て
い
る
。1
3
0
周
年
と
い
う
節
目
を
、

最
上
級
生
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と

を
誇
り
に
思
う
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

節
目
の
集
い
、

屋
部
小
学
校
1
3
0
周
年

　

６
月
８
日
、名
護
市
民
会
館
中

ホ
ー
ル
で
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
２０
周
年

記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。同
ク
ラ
ブ

は
、地
域
の
防
火
意
識
を
強
化
し
、

家
庭
か
ら
の
火
災
防
止
を
目
的
に
活

動
し
て
い
る
。

　

ク
ラ
ブ
一
員
の
島
袋
信
子
さ
ん
は

「
火
災
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
。備
え
が
あ
れ
ば
、素
早
く
対
処

す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
れ
か
ら
も

地
域
の
防
災
意
識
を
高
め
る
よ
う
活

動
を
続
け
た
い
」と
話
し
た
。

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
２０
周
年

祝賀会で演舞を披露した

み
　
お

名護市議会議場

花を議場に
名護市議会は、花いっぱい運動の
一つとして、第191回 名護市議会
定例会に合わせて、議場内に花を設
置した。

6/14 木

名護市労働福祉センター

姉妹都市ハワイ郡ヒロのウクレレ
バンドが来訪。市内の中学生と交流
した。

ウクレレバンド
歓迎会

6/3 日

新鮮なやんばるの食材を用いた料理に
来場者が舌鼓を打った

名護市民会館 中ホール

第7回 やんばる
地産地消料理フェアー

6/10 日
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名
護
市
で
は
、空
き
家
を
改
修
し
利

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、住
宅
の
質
向

上
と
、地
域
や
市
内
経
済
の
活
性
化
に

繋
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
、空
き
家
改

修
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。詳

細
は
名
護
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
問

い
合
せ
に
て
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

対
象
住
宅　
空
き
家（
居
住
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
常
態
で
あ
る
も
の
）

補
助
対
象
者　

工
事
完
了
後
ま
で
に

本
市
に
住
民
登
録
し
居
住
し
て
い
る
者
。

補
助
対
象
工
事
期
間　

補
助
金
交
付

決
定
を
受
け
た
日
か
ら
平
成
31
年
2
月

末
日
ま
で
。

補
助
金
の
額　
補
助
対
象
経
費
の
40
％

に
相
当
す
る
額（
上
限
40
万
円
が
限
度
）

生
活
・
安
全

情
報
ぼ
っ
く
す

暮
ら
し 

い
き
い
き

問
建
築
住
宅
課 

建
築
相
談
係

５
３‐１
２
１
２（
内
線
２
２
３
）

☎http://www.city.nago.okinawa.jp/9/8653.html

HP 名
護
市
空
き
家
住
宅

改
修
支
援
事
業
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　

８
月
以
降
に
発
生
す
る
名
護
市
営

住
宅
の
空
き
家
を
見
込
み
、次
の
と
お

り
入
居
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。入
居

候
補
者
は
、公
開
抽
選
で
決
定
し
ま

す
。来
年
度
の
有
効
期
限
ま
で
に
空
き

家
が
発
生
し
な
い
場
合
は
入
居
で
き

ま
せ
ん
。

申
込
期
間　
７
月
９
日（
月
）〜
２３
日

（
月
）※
土
日
祝
を
除
く

　

申
し
込
み
資
料
は
７
月
２
日（
月
）

か
ら
市
役
所
１
階
市
営
住
宅
係
で
配

付
し
ま
す
。

応
募
の
資
格　
①
夫
婦（
事
実
上
婚
姻

と
同
様
の
場
合
を
含
む
）ま
た
は
、親

子
を
主
体
と
し
た
家
族
。※
単
身
入

居
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

②
本
市
に
住
所
を
有
し
、住
ん
で
い
る
方

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
方（
県
営
住
宅
や
市
営

住
宅
か
ら
の
転
居
は
原
則
認
め
な
い
）

④
名
護
市
営
住
宅
設
置
お
よ
び
管
理

条
例
に
定
め
る
収
入
基
準
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
。

⑤
市
税
、国
保
税
な
ど
の
完
納
者
で

あ
る
こ
と
。　

⑥
申
込
者
な
ど
が
暴
力
団
員
で
な
い

こ
と
。

問
総
務
課

５
３‐１
２
１
２（
内
線
２
１
３
）

☎ 平
成
30
年 

第
２
回 

不
発
弾
等

探
査
要
望
箇
所
の
募
集
に
つ
い
て

問
名
護
市
消
防
本
部 

消
防
署

５
２‐２
１
２
１

☎ 普
通
救
命
講
習
会
Ⅲ
受
講
者
募
集

（
受
講
料
無
料
）

問
北
部
農
林
高
等
学
校 

定
時
制
課
程

5
2
‐
2
6
3
4（
担
当
：
定
時
制
教
頭
・
学
籍
係
）

☎ 沖
縄
県
立
北
部
農
林
高
等
学
校
生
徒
募
集

問
建
築
住
宅
課 

市
営
住
宅
係（
1
階
）

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
1
1
4
／
1
4
6
）

☎ 市
営
住
宅
空
き
家
待
ち

入
居
候
補
者
募
集

　

沖
縄
県
は
、主
に
民
間
地
の
不
発
弾

探
査
・
発
掘
事
業
と
し
て
広
域
探
査

発
掘
加
速
化
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

名
護
市
で
は
、不
発
弾
等
探
査
・
発

掘
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
、沖
縄
県
に

提
出
し
ま
す
。探
査
・
発
掘
を
要
望
さ

れ
る
方
は
、名
護
市
役
所
総
務
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
箇
所　
◉
探
査
予
定
面
積
が
１

０
０
㎡
を
超
え
る
こ
と

◉
地
主
お
よ
び
耕
作
人
が
不
発
弾
な

ど
の
調
査
・
探
査
工
事
に
同
意
し
て
い

る
こ
と

探
査
費
用　
個
人
負
担
な
し

要
望
期
限　
７
月
10
日（
火
）

　

主
に
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
に
対
す
る

救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
て
を
学
び

ま
す
。A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）講
習
も
あ
り
ま
す
。

定
員　
３０
人　

※
中
学
生
以
上

日
時　
７
月
２２
日（
日
） 

午
前
９
時
〜

正
午

会
場　
名
護
市
消
防
本
部 

２
階
会
議
室

申
込
期
間　

７
月
１０
日（
火
）〜
２１
日

（
土
）

　

転
入
学
、編
入
学
の
生
徒
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

申
込
期
間　
８
月
１６
日（
木
）・
１７
日（
金
） 

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

体
験
入
学　
８
月
２７
日（
月
）か
ら
5
日
間

入
学
検
査　
８
月
３１
日（
金
） 

午
後
８
時

か
ら

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
8
月
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

　

児
童
扶
養
手
当
、母
子
父
子
家
庭
等

医
療
費
助
成
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
８
月
に「
現
況
届
」を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

届
出
が
な
い
と
８
月
分
以
降
の
手

当
の
給
付
が
停
止
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

２
年
間
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
場

合
は
、受
給
権
が
消
滅
し
ま
す
。

※
届
出
期
間
中
は
大
変
窓
口
が
混
み

合
い
ま
す
。特
に
月
末
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、時
間
に
余
裕
を
も
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
暴
風
警
報
発
令
時
は
、届
出
の
受
付

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
地
域
力
推
進
課 

地
域
人
材
育
成
係

５
３‐５
４
２
９

☎ 『
青
少
年
の
深
夜
は
い
か
い
防
止・

未
成
年
者
飲
酒
防
止・い
じ
め
防
止
、

暴
力
根
絶・夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
』

名
護
市
民
大
会

　

次
代
を
担
う
全
て
の
青
少
年
の
健
全

育
成
を
目
的
と
し
た
名
護
市
民
大
会

を
実
施
し
ま
す
。夏
の
交
通
安
全
県
民

運
動
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

日
時　
７
月
11
日（
水
） 

午
後
４
時
45
分

〜
午
後
５
時
45
分（
開
場
：
午
後
４
時

15
分
〜
）　

場
所　
名
護
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

※
台
風
の
場
合
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

平
成
30
年 

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

実
施
期
間　

７
月
11
日（
水
）〜
20
日

（
金
）

問
子
育
て
支
援
課 

子
育
て
支
援
係

５
３‐１
２
１
２（
内
線
１
０
８
）

☎ 児
童
扶
養
手
当・母
子
父
子
家
庭
等

医
療
費
助
成
の
給
付
を

受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ

子
ど
も・教
育

期間

8月1日（水）～
   24日（金）
（祝日・土日を除く）

午前9時～午前11時30分
午後1時～午後4時30分

名
護
市
役
所 

子
育
て
支
援
課

午前9時～午前11時30分
午後1時～午後3時

午前9時～午前11時30分
午後1時～午後4時

8月18日（土）

8月27日（月）～
     31日（金）

受付時間 場所

児童扶養手当及び母子父子家庭等
医療費助成 現況届

◉
書
類
は
自
宅
へ
送
付
し
ま
す

※
手
当
支
給
額
は
所
得
額
で
異
な
り

ま
す
。未
申
告
の
方
は
申
告
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。※
所
得
制
限
に
よ
り
手
当

が
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る
方
も
現
況

届
は
必
要
で
す
。※
届
出
は
、本
人
に

限
り
ま
す
。
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小
児
救
急
電
話
相
談

子
ど
も
の
急
な
病
気
に
困
っ
た
ら
、ま
ず
電

話
。看
護
師
や
医
師
が
電
話
で
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。　 

相
談
日
時
は
、毎
日
・
夜
間 

午
後
７
時
〜
午
後
11
時　

  

プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
・
携
帯
電
話
か
ら
は
、局
番
な

し
の      

♯
８
０
０
０　

   

ダ
イ
ヤ
ル
回
線

や
右
記
の
番
号
が
ご
利
用
頂
け
な
い
場
合

は
…

0
9
8
‐
8
8
8
‐
5
2
3
0

☎ ☎

　

4
月
1
日
以
降
に
自
費
で
M
R
ま

た
は
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た
方
は

期
間
内
に
費
用
の
払
い
戻
し（
1
万

1
5
2
3
円
が
上
限
）手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
①
接
種
時
に
生
後
６
カ
月
〜

12
カ
月
未
満

②
M
R
1
期
が
未
接
種
で
、2
歳
以
上

〜
M
R
2
期
対
象
年
齢
前
ま
で

③
小
学
校
1
年
生
〜
中
学
3
年
生
で

こ
れ
ま
で
に
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン（
ま
た
は

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
）を
接
種
し
た
こ
と

が
な
い
方
、ま
た
は
1
回
の
み
接
種

し
た
方

払
い
戻
し
申
請
受
付
期
間

8
月
31
日（
金
）ま
で

必
要
書
類

①
名
護
市
法
定
外
予
防
接
種
費
用
償

還
払
い
申
請
書

②
予
防
接
種
の
履
歴
が
確
認
で
き
る
親

子
健
康
手
帳
ま
た
は
予
防
接
種
済
証

③
予
防
接
種
を
受
け
た
と
き
の
領
収
書

（
原
本
）

④
振
込
先
保
護
者
名
義
の
通
帳
の
コ

ピ
ー

⑤
印
鑑（
認
印
可
）

問
名
護
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

４
３‐０
０
２
２

☎ 休
日
も
の
忘
れ
相
談
カ
フ
ェ

　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
、認
知
症

医
療
疾
患
セ
ン
タ
ー（
宮
里
病
院
）と
沖

縄
県
若
年
性
認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
よ
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　
「
認
知
症
か
ど
う
か
心
配
」と
い
っ
た

ご
本
人
や
ご
家
族
の
方
は
、カ
フ
ェ
を

楽
し
み
な
が
ら
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

場
所　
名
護
厚
生
園

日
時　
７
月
１４
日（
土
） 

午
後
2
時
〜

午
後
4
時　

※
申
込
不
要
・
無
料

　

所
得
が
少
な
く
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

免
除
申
請
し
、承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

の
全
額
ま
た
は
一
部
の
納
付
が
一
定
期

間
免
除
さ
れ
ま
す
。市
役
所
国
民
年
金

窓
口
や
年
金
事
務
所
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
分
申
請
期
間　
7
月
2
日

（
月
）か
ら

持
参
す
る
も
の　
次
の
い
ず
れ
か
。マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、個
人
番
号
通
知
書
、

年
金
手
帳

問
市
民
課 

窓
口
係（
年
金
担
当
）

５
３‐１
２
１
２（
内
線
１
７
４
／
１
７
５
）

☎ 平
成
30
年
度
分 

国
民
年
金
保
険
料

申
請
免
除
の
手
続
き
開
始
に
つ
い
て

　

対
象
者
に
は
、日
本
年
金
機
構
か
ら

封
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。同
封
さ
れ
て

い
る
現
況
届（
は
が
き
）ま
た
は
、診
断

書
付
き
現
況
届
を
期
限
内
に
ご
提
出

お
願
い
し
ま
す
。

　

現
況
届
を
提
出
し
な
い
場
合
は
、

10
月
支
給
分
か
ら
一
時
差
し
止
め
と

な
り
ま
す
。

対
象
者　
「
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る

障
害
基
礎
年
金
」受
給
者
お
よ
び「
障
害

福
祉
年
金
か
ら
裁
定
替
え
に
な
っ
た

障
害
基
礎
年
金
」受
給
者
。

問
市
民
課 

窓
口
係（
年
金
担
当
）

５
３‐１
２
１
２（
内
線
１
７
４
／
１
７
５
）

☎ 障
害
基
礎
年
金
受
給
者
に
対
す
る

所
得
状
況
届
の
手
続
き
に
つ
い
て

問
健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
係

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
1
5
8
）

☎ 麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

払
い
戻
し
手
続
き
に
つ
い
て

　
「
介
護
予
防
」「
栄
養
改
善
」「
口
腔

機
能
向
上
」「
認
知
症
予
防
」な
ど
、毎

回
前
半
は
専
門
の
講
師
に
よ
る
講
話
、

後
半
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
い
き
い
き
百
歳

体
操
を
実
施
し
ま
す
。参
加
無
料
。

日
程　
８
月
３
日
〜
11
月
30
日（
全
１４

回
） 

毎
週
金
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
前

11
時
30
分

場
所　
名
護
市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
で
運
動

制
限
の
な
い
方

定
員　
先
着
50
人

申
込
期
間　

7
月
２
日（
月
）〜
１７
日

（
火
） 

※
電
話
に
て
申
し
込
み　

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

５
３‐１
７
７
４

☎ い
き
い
き
健
康
長
寿
教
室（
第
２
期
）

受
講
者
募
集
の
お
知
ら
せ

7
月
中
に
新
保
険
証
を
送
付
し
ま
す

　

７０
歳
〜
７４
歳
の
国
保
加
入
者
の
う
ち
、

所
得
の
増
減
な
ど
に
よ
り
窓
口
自
己

負
担
割
合
が
前
年
度
と
変
更
に
な
る

方
に
7
月
中
に
新
し
い
被
保
険
者
証

兼
高
齢
受
給
者
証（
国
保
保
険
証
）を

送
付
し
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
国
保
保
険
証
は
返
信

用
封
筒
で
返
還
を
お
願
い
し
ま
す
。

7
月
31
日（
火
）ま
で
は
旧
国
保
保
険
証

8
月
1
日（
水
）か
ら
は
新
国
保
保
険
証

問
国
民
健
康
保
険
課 

給
付
係

５
３‐１
２
１
２（
内
線
1
5
4
／
1
5
7
）

☎ ７０
歳
〜
７４
歳
の
国
保
加
入
者
の
方
へ

「
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
」の

差
し
替
え
に
つ
い
て

　

国
保
の
自
己
負
担
限
度
額
区
分
見

直
し
に
よ
り
、８
月
１
日（
水
）か
ら
限

度
額
証
の
切
り
替
え
が
で
き
ま
す
。高

額
の
医
療
費
が
発
生
す
る
見
込
み
の

方
は
担
当
課
窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

限
度
額
証
発
行
に
必
要
な
も
の

◉
国
保
保
険
証

◉
世
帯
主
の
印
鑑（
認
め
印
可
）

問
国
民
健
康
保
険
課 

給
付
係

５
３‐１
２
１
２（
内
線
１
５
６
）

☎ 国
民
健
康
保
険
の「
限
度
額
証
」

切
り
替
え
お
よ
び
７０
歳
〜
７４
歳
の

自
己
負
担
限
度
額
区
分
変
更
の
お
知
ら
せ

　

第
１
号
被
保
険
者（
６５
歳
以
上
）の
方

に
つ
い
て
、７
月
か
ら
介
護
保
険
料
の

普
通
徴
収（
口
座
振
替
と
納
付
書
払
い
）

の
納
付
が
始
ま
り
ま
す
。

対
象
者　

①
年
金
受
給
額
が
年
間
１８

万
円
未
満

②
６５
歳
に
な
っ
て
間
も
な
い
方

③
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
間
も

な
い
方

④
年
金
を
担
保
に
借
入
を
行
っ
て
い

る
方

⑤
年
金
支
給
が
停
止
、一
時
差
し
止
め

と
な
っ
て
い
る
方

◉
口
座
振
替
の
お
手
続
き
は
、各
金
融

機
関
で
行
え
ま
す
。

◉
災
害
や
失
業
な
ど
で
介
護
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
方
は
、窓
口
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
介
護
長
寿
課 

介
護
保
険
料
係

５
３‐１
２
１
２（
内
線
１
３
６
／
１
３
７
）

☎ 介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者

（
６５
歳
以
上
）の
平
成
30
年
度

介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）の
納
付

開
始
に
つ
い
て

福
祉
・
健
康

◉
来
庁
者
の
印
鑑（
認
め
印
可
）

◉
来
庁
者
の
身
分
証
明
と
な
る
も
の

◉
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
も
の

◉
委
任
状（
別
世
帯
の
方
が
来
庁
時
）

有
効
期
限　
申
請
月
の
１
日
〜
平
成
31

年
７
月
３１
日（
水
）ま
で

　

８
月
か
ら
、国
保
加
入
の
７０
歳
〜
７４
歳

の
現
役
並
み
所
得
者
の
自
己
負
担
限

度
額
区
分
が
三
つ
に
細
分
化
さ
れ
ま

す
。限
度
額
証
が
必
要
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、医
療
機
関
に
か
か
る

際
に
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
市
民
課 

窓
口
係（
年
金
担
当
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

期
日　
７
月
２
日（
月
）〜
31
日（
火
）
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①
健
康
づ
く
り
事
業
に
お
け
る
運
動

（
身
体
活
動
）

日
時　
7
月
21
日（
土
）、28
日（
土
）、8

月
4
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

申
込
期
間　
7
月
13
日（
金
）ま
で

対
象　
健
康
運
動
指
導
士
、健
康
運
動

実
践
指
導
者
、そ
の
他
健
康
づ
く
り

事
業
従
事
者

②
み
ん
な
で
学
ぶ
地
域
防
災
実
践
講
座

日
時　
8
月
4
日（
土
）、9
月
1
日

（
土
）、午
後
1
時
〜
午
後
4
時

申
込
期
間　
7
月
27
日（
金
）ま
で

④「
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
」と
は

日
時　
9
月
1
日（
土
） 

午
前
10
時
30

分
〜
正
午

申
込
期
間　
8
月
24
日（
金
）ま
で

対
象　
一
般（
高
校
生
以
上
）

場
所　
①
〜
③
は
北
部
生
涯
学
習
推
進

セ
ン
タ
ー 

④
看
護
学
科
棟 

基
礎
看
護

実
習
室
２

③
騎
馬
武
者
像
な
ら
び
に
マ
ン
ジ
紋
を

あ
し
ら
っ
た
発
掘
史
料
の
文
化
史
的
意
義

日
時　
8
月
18
日（
土
） 

午
後
1
時
〜

午
後
2
時
30
分

申
込
期
間　
8
月
10
日（
金
）ま
で

問
名
護
市
商
工
会

5
2
‐
4
2
4
3

☎問
名
護
市
営
市
場 

管
理
事
務
所

0
9
0
‐
7
4
5
5
‐
6
2
8
7

☎ 名
護
ま
ち
な
か
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

問
介
護
長
寿
課 

高
齢
福
祉
係

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
1
3
4
）

☎ 高
齢
者
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て

問
ス
ポ
ー
ク・フ
ィッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

5
2
‐
7
7
3
9

☎ 夏
だ
か
ら
理
想
の
自
分
に
！

ス
ポ
ー
ク
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　
7
月
末
ま
で

入
会
さ
れ
た
方
全
員
に
す
て
き
な
特
典

①
管
理
・
登
録
費
が
全
額
免
除

②
初
月
会
費
が
免
除

　

夏
だ
か
ら
気
に
な
る
脂
肪
・・・
。こ
の

機
会
に
健
康
的
な
運
動
習
慣
と
理
想

的
な
体
型
を
手
に
入
れ
ま
せ
ん
か
？

本
格
的
な
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら

プ
ー
ル
ま
で
、自
分
に
合
っ
た
運
動
が

選
べ
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

市
内
４
カ
所
に
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、在
宅
で
生
活
す
る

高
齢
者
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
の
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

福
祉
や
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と

や
、生
活
の
中
で
心
配
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
と
お
し
て
、マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
魅
力
を
体
感

し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
７
月
15
日（
日
） 

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　
21
世
紀
の
森
ビ
ー
チ

対
象　
小
学
校
１
年
生
〜
一
般
成
人

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

定
員　
ペ
ア
20
艇（
40
人
）

受
講
料　
５
０
０
円（
保
険
料
・
雑
費

な
ど
）

申
込
先　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係（
名
護
市

民
会
館 

２
階
）※
電
話
申
し
込
み
不
可

申
込
期
間　

７
月
２
日（
月
）〜
12
日

（
木
） 

午
後
５
時

※
申
し
込
み
時
に
５
０
０
円
の
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
ち
な
か
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

発
売
し
ま
す
。

価
格　
1
枚
4
5
0
円（
5
0
0
円

分
の
券
）　

※
一
人
10
枚
ま
で

販
売
期
間　

7
月
1
日（
日
）か
ら

利
用
期
間　

7
月
1
日（
日
）〜
9
月

30
日（
日
）※
利
用
期
間
以
降
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

問
名
護
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
名
護
市
民
会
館 

２
階
）

５
３‐５
４
３
１

☎ 名
護
市
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
教
室

　

水
に
慣
れ
親
し
み
、泳
ぐ
こ
と
の

楽
し
さ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　
７
月
17
日（
火
）〜
８
月
16
日

（
木
）【
毎
週
火
・
木 

全
10
回
講
座
】

午
後
６
時
〜
午
後
８
時　
　

場
所　
羽
地
中
学
校 

プ
ー
ル

対
象　
市
内
小
学
校
３
年
生
以
上
の
児
童

定
員　
50
人

受
講
料　
５
０
０
円（
保
険
料
・
雑
費

な
ど
）

申
込
先　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係（
名
護
市
民

会
館 

２
階
）※
電
話
で
の
申
し
込
み
不
可

申
込
期
間　
７
月
11
日（
水
） 

午
後
５

時
ま
で

※
申
し
込
み
時
に
５
０
０
円
の
納
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
名
護
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
名
護
市
民
会
館 

２
階
）

５
３‐５
４
３
１

☎ 名
護
市
少
年
少
女
水
泳
教
室
の
お
知
ら
せ

◉
市
営
市
場
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン　
　
　

日
時　
7
月
、8
月
の
毎
週
金
曜
日

午
後
6
時
〜
午
後
9
時

場
所　
名
護
市
営
市
場 

広
場

◉
カ
ラ
オ
ケ
大
会

日
時　
7
月
28
日（
土
）、29
日（
日
）

午
後
4
時
〜
午
後
8
時

場
所　
名
護
市
営
市
場 

広
場

問
市
営
市
場
管
理
事
務
所

4
3
‐
0
4
7
8

☎ 市
営
市
場
イ
ベ
ン
ト
情
報

会
場　
名
護
市
営
市
場

◉
市
場「
地
産
地
消
」フ
ェ
ア

期
間　
7
月
1
日（
日
）〜
31
日（
火
）

※
各
店
定
休
日
以
外
の
日

◉
ま
ち
な
か
交
流
マ
ル
シ
ェ

日
時　
7
月
21
日（
土
） 

午
後
1
時
〜

午
後
7
時（
あ
こ
な
市
）

　

当
日
限
定
で
、1
店
舗
5
0
0
円

以
上
お
買
い
上
げ
で
抽
選
券
を
1
枚

進
呈（
３
枚
で
抽
選
1
回
）。豪
華
景

品
あ
り
。

問
名
護
市
商
工
会

5
2
‐
4
2
4
3

☎ 地
産
地
消「
な
ご
の
日
」

ま
ち
な
か
交
流
マ
ル
シ
ェ

日
時　
７
月
２２
日（
日
） 

午
前
１１
時
〜

電話・住所 担当地区センター名称

在宅介護支援センター
かりゆしぬ村

在宅介護支援センター
みやざと

在宅介護支援センター
二見の里

在宅介護支援センター
瑞穂の郷

屋部全地区（宇茂佐除く）・
宮里・大南・大西・港・大北・大中

宇茂佐・為又・数久田・
世冨慶・東江・大東・城

久志全地区・喜瀬・
幸喜・許田

羽地・屋我地全地区

☎
問
53-1102
名護市字宇茂佐1873番地1

☎
問
53-7770
名護市字宇茂佐1737番地
（ラ・ペジーブル名護内）

☎
問
55-8788
名護市字二見241番地7

☎
問
58-1631
名護市字親川571番地

催
し
物・講
座

問
カ
エ
ル
ぴ
あ
な
は　

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

月
曜
除
く
）

☎
０
７
０‐５
８
１
９‐０
９
８
４

お
き
で
ん
Ｉ
Ｈ・料
理
教
室

問
名
桜
大
学 

地
域
連
携
機
構

5
1
‐
1
5
5
5

5
4
‐
0
7
0
7

☎

FAX

名
桜
大
学
公
開
講
座

全
講
座
受
講
料
無
料（
※
要
事
前
申
込
）

利
用
店　
名
護
市
ま
ち
な
か
エ
リ
ア

（
中
心
市
街
地
）の
商
品
券
加
盟
店　

※
加
盟
店
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、加
盟
店

ス
テ
ッ
カ
ー
で
ご
確
認
で
き
ま
す
。

販
売
所　
市
営
市
場
管
理
事
務
所

名
護
市
商
工
会
・
名
護
市
観
光
協
会

※
7
月
1
日（
日
）は
、市
営
市
場
で
の

先
行
販
売
に
な
り
ま
す
。

午
後
２
時
３０
分

品
目　
圧
力
な
べ
で
時
短
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
丼

講
師　
佐
々
木 

章
人
氏

参
加
料　
５
０
０
円 

定
員　
１６
人 

場
所　
名
護
市
営
市
場 

２
階

※
駐
車
は
港
駐
車
場
へ

エ
プ
ロ
ン
、ス
リ
ッ
パ
持
参
。
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①
少
人
数
英
会
話
教
室（
7
人
制
）

初
級
ク
ラ
ス

日
時　
a
毎
週
火
曜
日 
午
後
7
時
〜

午
後
8
時　

b
毎
週
火
曜
日 

午
後
8

時
〜
午
後
9
時　

c
毎
週
木
曜
日 

午

後
2
時
〜
午
後
3
時

料
金　
月
3
千
円

②
少
人
数
英
会
話
教
室（
7
人
制
）

中
級
ク
ラ
ス

日
時　

毎
週
火
曜
日 

午
後
2
時
〜
午

後
3
時　

料
金　
月
３
千
円

③
日
本
語
教
室 

初
級

日
時　

毎
週
金
曜
日 

午
後
8
時
〜
午

後
9
時　

料
金　
月
千
円

④
日
本
語
教
室 

中
級

日
時　

毎
週
金
曜
日 

午
後
7
時
〜
午

後
8
時　

料
金　
月
千
円

※
各
講
座
と
も
協
会
会
員
入
会
が
必

要（
年
会
費
2
千
円
）。学
生
や
団
体

会
員
の
皆
さ
ま
は
年
会
費
無
料
。

　

平
成
３１
年
度
の
全
国
高
校
総
体
は
、

沖
縄
県
内
に
お
い
て
８
競
技
が
開
催

さ
れ
ま
す
。名
護
市
は
、自
転
車
競
技

（
ロ
ー
ド
）お
よ
び
空
手
道
競
技
が
開
催

さ
れ
ま
す
。多
く
の
皆
さ
ま
に
周
知
す

る
た
め
に
、自
転
車
競
技（
ロ
ー
ド
）

と
空
手
道
競
技
の
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び

プ
ロ
グ
ラ
ム
表
紙
図
案
な
ど
を
募
集

し
ま
す
。

資
格　
名
護
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
学

の
中
高
生
・
特
別
支
援
学
校
の
中
学
・

高
等
部
お
よ
び
国
立
高
等
専
門
学
校

に
在
籍
す
る
生
徒

内
容　
自
転
車
競
技
お
よ
び
空
手
道
競

技
の
ポ
ス
タ
ー・
プ
ロ
グ
ラ
ム
表
紙
図
案

基
準　
用
紙
規
格
は
、A
3
判（
4
2
0
㎜

×
2
9
7
㎜
）画
用
紙
を
縦
長
に
使
用

締
め
切
り　
9
月
28
日（
金
）

※
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く

だ
さ
い
。

◉
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
き

た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。

説
明
会　
7
月
4
日（
水
） 

午
前
10
時

①「
体
調
管
理
は
仕
事
の
基
本
！
薬
膳

で
体
を
整
え
る
！
」

問
沖
縄
工
業
高
等
専
門
学
校 

図
書
館

☎
5
5
‐
4
0
3
7

公
開
講
座「
多
読
図
書
の
読
み
聞
か
せ
」

問
名
護
市
国
際
交
流
協
会

☎
5
1
‐
０
１
２
３

名
護
市
国
際
交
流
協
会
主
催
講
座

問
沖
縄
県
女
性
就
業
・
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
①
0
9
8
‐
8
6
3
‐
1
7
8
8

②
0
9
8
‐
9
4
1
‐
4
7
5
0

①
女
性
の
お
し
ご
と
応
援
セ
ミ
ナ
ー

②
労
働
セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談
会

　

英
語
の
多
読
図
書
を
用
い
た
読
み
聞

か
せ
体
験
を
し
ま
す
。

日
時　
7
月
28
日（
土
） 

午
後
1
時
〜

午
後
2
時
30
分（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

同
日
）

会
場　
沖
縄
工
業
高
等
専
門
学
校

図
書
館（
名
護
市
辺
野
古
9
0
5
番
地
）

対
象
者　
一
般（
学
生
・
社
会
人
不
問
）

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴 

親
子

参
加
歓
迎

定
員　
20
人
前
後（
7
月
27
日（
金
）

問
名
護
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
5
3
‐
3
1
1
5

名
護
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
大
募
集

　

７
月
は
県
産
品
奨
励
月
間
で
す
。

産
業
界
・
消
費
者
・
行
政
な
ど
全
県
民
が

一
体
と
な
っ
て
、県
産
品
奨
励
運
動
を

展
開
し
ま
す
。

　

本
月
間
に
い
ま
一
度
県
産
品
の
良
さ

を
認
識
し
、こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
愛

用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
公
益
社
団
法
人 

沖
縄
県
工
業
連
合
会

☎
０
９
８‐８
５
９‐６
１
９
１

２
０
１
８
年
県
産
品
奨
励
月
間

「
う
ち
な
ー
発 

世
界
に
と
ど
け 

県
産
品
」

日
時　
９
月
２
日（
日
）

出
発　
午
後
2
時

走
路　

聖
火
宿
泊
記
念
碑
前
〜
二
見

地
内
折
返
し

参
加
料　
２
千
円

申
込
方
法　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

し
込
み（
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー
）

②
直
接
受
付（
久
志
支
所
）

③
郵
便
振
替
申
込（
※
払
込
用
紙
を

郵
送
し
ま
す
）

申
込
期
間　

６
月
１
日（
金
）〜
７
月

31
日（
火
） 

午
後
5
時
ま
で

問
久
志
支
部
体
育
協
会（
名
護
市
役
所
久
志
支
所
内
）

☎
５
５‐８
１
０
１
FAX
５
５‐８
８
６
５

第
18
回 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会

聖
火
宿
泊
記
念

第
52
回 

久
志
20
㎞
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

問
名
護
市
高
校
総
体
推
進
室 

☎
5
3
‐
5
4
3
4

HPhttp://www.city.nago.okinawa.jp/10/9951.html

平
成
31
年
度 

全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
開
催
に
向
け
た
ポ
ス
タ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
図
案
募
集
に
つ
い
て

　

地
域
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

向
け
に
国（
中
小
企
業
庁
）が
設
置
す
る

経
営
相
談
所
で
す
。無
料
で
ご
相
談
い

た
だ
け
ま
す
。

場
所　
名
護
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

３
階（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
室
）

開
催
日　
７
月
４
日（
水
）、１１
日（
水
）、

　

花
卉
栽
培
の
担
い
手
や
指
導
者
な
ど

を
対
象
に
、花
卉
栽
培
の
基
礎
知
識
や

技
術
を
習
得
で
き
る
研
修
を
開
催
し

ま
す
。

期
日：内
容 

①
８
月
11
日（
土
）：
草
花
類
の
播
種
、

定
植
な
ど
に
つ
い
て

②
10
月
６
日（
土
）：
病
害
虫
防
除
管

理
技
術
な
ど
に
つ
い
て

③
11
月
10
日（
土
）：
花
卉
類
の
栽
培

管
理
、収
穫
出
荷
な
ど
に
つ
い
て

場
所　
県
立
農
業
大
学
校

受
講
資
格

◉
花
卉
栽
培
に
関
心
の
あ
る
一
般
の
方

◉
研
修
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

◉
年
齢
が
65
歳
未
満
の
県
内
在
住
の
方

募
集
定
員　
15
人
程
度

受
講
料　
無
料（
傷
害
保
険
の
負
担
あ
り
）

申
込
期
限　
７
月
20
日（
金
）ま
で

問
沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

0
9
8
‐
8
5
1
‐
8
4
6
0

☎HP 沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
よ
る

経
営
相
談
窓
口
に
つ
い
て

contact@
yorozu.okinaw

a
https://yorozu.okinaw

a

そ
の
他

問
県
立
農
業
大
学
校

☎
５
２‐０
０
５
０

花
卉
栽
培
技
術
向
上
研
修
生
募
集

か
　
き

日
時　
７
月
２５
日（
水
） 

午
前
１０
時
〜

正
午

場
所　
名
護
中
央
公
民
館 

１・２
研
修
室

講
師　
高
吉 

ル
ミ
子
氏（
国
際
中
医
薬

膳
師
） 

対
象　
仕
事
を
し
て
い
る
女
性
ま
た
は

仕
事
を
し
た
い
女
性

定
員　
２０
人　

受
講
料　
無
料（
要
予
約
）

※
託
児
あ
り

託
児
締
切
日　
7
月
17
日（
火
）ま
で

②「
働
く
ひ
と
の
心
の
健
康
を
保
つ
た

め
に
」

日
時　
７
月
２５
日（
水
） 【
セ
ミ
ナ
ー
】 

午

後
１
時
〜
午
後
３
時【
個
別
相
談
会
】

午
後
３
時
〜
午
後
４
時

場
所　
①
と
同
じ

講
師　
平
田 

勇
次
氏（
社
会
保
険
労
務

士
・
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

対
象　
求
職
者
、在
職
者
、雇
用
主（
男

女
問
わ
ず
）

定
員　
２０
人　

受
講
料　
無
料（
要
予
約
）

※
①
、②
と
も
に
求
職
活
動
実
績
対
象

セ
ミ
ナ
ー

１８
日（
水
）、２５
日（
水
）

時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

対
象　
名
護
市
在
住
の
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

ま
で
に
代
表
者
・
電
話
番
号
・
参
加
人

数
を
上
記
連
絡
先
ま
で
お
伝
え
く
だ

さ
い
。定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま

す
）。

受
講
料　
無
料
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編
集
後
記

み
ん
な
の
掲
示
板

み
ん
な
の
掲
示
板
へ
の
投
稿
を
募

集
中
で
す
。毎
月
１
日
か
ら
先
着
順
。

1
件
に
つ
き
1
0
0
字
以
内
。

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
3
3
5
）

☎hiroba@
city.nago.lg.jp

企
画
情
報
課 

情
報
政
策
係

問
5
3
‐
6
2
1
0

FAX
0
8
0
‐
6
5
7
0
‐
1
8
1
8

☎
ナ
ガ
イ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー

問

5
4
‐
1
4
6
6

☎
FAX 家
庭
倫
理
の
会
名
護
市

問 ▽
高
齢
に
よ
る
筋
力
低
下
や
歩
行

に
支
障
が
あ
る
方
。2
本
の
ポ
ー
ル

で
歩
行
す
る
リ
ハ
ビ
リ
を
指
導
し

ま
す
。有
料
。場
所
：
名
護
市
体
育

館
ほ
か　

定
員
：
5
人

▽
初
め
て
の
短
歌
書
道
教
室
。誰
で

も
で
き
る
優
し
い
短
歌
・
書
道
。7

月
29
日（
日
） 

◉
初
め
て
の
短
歌
教

室 

午
前
10
時
〜
正
午 

◉
初
め
て
の

書
道
教
室 

午
後
1
時
〜
午
後
3

時
。あ
け
み
お
Ｓ
Ｋ
Ｙ
ド
ー
ム（
会

議
室
）参
加
無
料
。

　

名
護
市
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
の
施
設
利
用
方
法
が
変
更
さ
れ
、

す
べ
て
の
未
就
学
児
は
保
護
者
の
入
水

が
必
要
と
な
り
ま
す
。施
設
を
利
用

す
る
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　
７
月
１
日（
日
）か
ら

◉
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育（
３
日
間
）

日
時　
【
学
科
・
実
技
】７
月
９
日（
月
）

〜
１１
日（
水
）

◉
高
所
作
業
車（
１０
ｍ
未
満
）特
別
教
育

（
２
日
間
）

日
時　
【
学
科
・
実
技
】７
月
１７
日（
火
）・

１８
日（
水
）

◉
車
両
系
建
設
機
械
運
転（
整
地
・
運

搬
・
積
込
用
お
よ
び
掘
削
用
）免
除
者

（
３
日
間
）

日
時　
【
学
科
・
実
技
】７
月
２３
日（
月
）

〜
２５
日（
水
）　

定
員　
各
１５
人

会
場　
学
科
・
実
技
と
も
に
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
名
護
に
て
行
う

問
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
名
護

4
3
‐
0
1
5
9

☎ サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
名
護 

７
月
講
習

◉
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

受
講
料　
1
万
1
6
6
4
円（
テ
キ
ス

ト
代
込
み
）

定
員　
40
人

日
時　
7
月
31
日（
火
）〜
8
月
2
日

（
木
）

問
名
護
市
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

５
４‐１
０
８
２

☎ 名
護
市
B
&
G
プ
ー
ル
未
就
学
児
は

保
護
者
入
水
が
必
要
で
す

問住
（
一
社
）沖
縄
県
労
働
基
準
協
会
北
部

名
護
市
宇
茂
佐
の
森
5
‐
2
‐
7

5
4
‐
4
7
0
0

☎ 労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

7
月
講
習
会
の
ご
案
内

地
域
い
ち
ば
情
報

◉
ぴ
ん
ぷ
ん
日
曜
朝
市

日
時　
第
２
、４
日
曜

　
　
　

午
前
6
時
〜
午
前
9
時

場
所　
ひ
ん
ぷ
ん
ガ
ジ
ュ
マ
ル
南
側
広
場

◉
宮
里
区
朝
市

日
時　
第
３
日
曜

　
　
　

午
前
7
時
30
分
〜
午
前
10
時

場
所　
宮
里
区
公
民
館

◉
勝
山
軽
ト
ラ
市

日
時　
毎
月
第
４
日
曜

　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
正
午

場
所　
（
有
）勝
山
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
構
内

問
琉
球
水
難
救
済
会

☎
０
９
８‐８
６
８‐５
９
４
０

問
農
林
水
産
課

☎
５
３‐１
２
１
２（
内
線
２
１
６
）

青
い
羽
根
募
金
へ
の
協
力
に
つ
い
て

　

７
月
１
日
か
ら
８
月
３１
日
ま
で
は
、

「
青
い
羽
根
募
金
」の
強
調
運
動
期
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
募
金
は
船
舶
や
海
洋
レ
ジ
ャ
ー

事
故
の
際
の
人
命
救
助
お
よ
び
訓
練
、

海
難
資
器
材
の
購
入
な
ど
に
活
用
さ

れ
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◉
募
金
の
振
込
先

　

琉
球
銀
行 

壷
屋
支
店

　

普
通
預
金
４
１
３
９

　

公
益
社
団
法
人 

琉
球
水
難
救
済
会

※
名
護
市
農
林
水
産
課
や
各
公
民
館

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

今
、私
が
踏
み
し
め
て
い
る
大
地
の

上
で
、沖
縄
戦
が
あ
り
ま
し
た
。実
際
に

起
こ
っ
た
と
は
思
え
な
い
壮
絶
な
出
来

事
。体
験
談
や
語
り
部
の
話
を
聞
く
た
び

に
何
と
も
言
え
な
い
感
情
が
湧
き
ま
す
。

取
材
の
中
で
、あ
る
高
校
生
が「
体
験
者

の
生
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
最
後

の
世
代
が
今
の
10
代
か
も
し
れ
な
い
」と

話
し
ま
し
た
。悲
惨
な
出
来
事
を
語
り

継
ぎ
、平
和
な
日
々
が
い
つ
ま
で
も
続
く

よ
う
何
が
で
き
る
か
考
え
て
い
き
た
い

で
す
。　　

 　

  　
　
　
　
　
　

（
澄
）

　

今
回
の
沖
縄
戦
特
集
で
は「
継
承
」を

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
る
。私
は
祖
父

母
か
ら
戦
争
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
な

い
。既
に
皆
他
界
し
て
い
る
の
で
、こ
の
先

も
聞
く
こ
と
は
な
い
。私
は
私
の
子
ど
も

た
ち
に
何
を
伝
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。私

の
子
ど
も
た
ち
は
、次
の
世
代
に
何
を
伝

え
る
だ
ろ
う
か
。戦
後
73
年
が
経
と
う
と

し
て
い
る
今
、時
が
経
ち
記
憶
が
風
化

し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、私
た
ち
広
報
は

「
生
の
声
」を
文
字
と
し
て
残
そ
う
。「
生

の
声
」を
聴
く
こ
と
が
で
き
な
い
世
代
が

そ
れ
を
読
め
る
よ
う
に
。      

（
も
ず
く
）

　９月９日執行予定の名護市議会議員選挙に係る
立候補予定者説明会を行います。

※
受
講
料
・
受
講
内
容
な
ど
、詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７月25日（水） 午後２時日 時

市民会館 中ホール場 所

立候補予定者およびその関係者
（１候補につき予定者を含めて３人以内）

対 象

立候補届出などの手続き、選挙運動の注意
事項など

内 容

問 名護市選挙管理委員会事務局
５３‐２０１３（玉城）☎

立候補予定者説明会開催について
名護市議会議員選挙の

市民のひろば 2018 . 731

やさ
っ！

くとぅしぬハーリーや
いちばんにないんどー
（今年のハーリーは1番になるよー）

やさ！
まじゅんちばらやー！
（そうだね、一緒に頑張ろう）



広 告 欄 広 告 欄
飲み会は
安く・美味しく
楽しい時間を

チーズフォンデュ季節の野菜セットもあるよ
お通し代なし、テーブルチャージ代なし、食事だけでもOK!
7月は、ハイボール祭り！料理との組み合わせを楽しもう

沖縄県名護市城1-4-11 2階 【居酒屋 ぽこぽん】で検索！　薬剤師コラボ健康酒あり
名護市営市場 2F その他多彩なコース料理・飲み放題プランあり

お問合せ：070-5416-1129 予約承ります 日・月定休 18:00～23:30

地産地消で名護を元気に！地鶏と地豚料理

７月は、75-1グランプリ開催
地鶏を使った料理対決！

NEW!

完全禁煙の『食事も楽しめる』居酒屋さん
小鉢も多数ついた定食メニューもあるよ！
季節毎のお酒や料理もご用意！
仲村製菓店にて千両厚焼き玉子サンド！

♪

♪♪

那覇=恩納=名護本部間運行開始！
『沖縄エアポートシャトル』

那覇市内まで最短９０分！
出張・レジャーに、
高速バスでますます便利に。

沖縄エアポートシャトルLLP （株式会社北部観光バス 名護市字宇茂佐１５３３）

リゾートライナー（本部方面） 1日13便
エアポートライナー（空港方面） 1日12便
１時間に１本の頻度で運行。

運行本数1日25便
便利! 安い！

運賃最大 ¥2,000
海洋博記念公園～那覇市内までの大人最大運賃。
名護市役所前～那覇市内まで1,800円！

沖縄エアポートシャトル

～青空市とビールまつり～

※広告欄掲載については、企画情報課（53-1212（内線335））までお問い合わせください。この広告は、広告主の責任において掲載しているものです。広告掲載料は、名護市子ども夢基金に積み立てられます。

●発行/名護市  ●担当/名護市地域政策部企画情報課情報政策係 〒905-8540  沖縄県名護市港一丁目1番1号  TEL.0980-53-1212(内線335)  FAX.0980-53-6210  URL.http：//www.city.nago.okinawa.jp/ 
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第４０回 名護市長杯争奪 全島ハーリー大会
　今年は第４０回を記念し、２日間にわたり開催されます。
　１日目は記念事業として、名護市５５区対抗レースや名護市内の中高生、
大学生対抗レースを予定しています。
　２日目は、通称「ハーリー甲子園」と呼ばれ、県内最多の１８０チームが参加
します。名護を舞台に繰り広げられる熱戦をぜひ観戦してください。

53-7755☎名護市長杯争奪全島ハーリー大会
実行委員会(名護市観光協会内)

問

５２‐４２４３（担当：山城）☎問 名護夏まつり実行委員会（名護市商工会内）

※花火は両日とも午後８時頃打ち上げ予定。　　
※未成年飲酒防止、会場内歩行時の接触・転倒防
　止の為、会場内へのクーラーボックスの持ち込みを
　禁止しています。皆さまのご協力をお願いします。

名護夏まつりの出店について
　名護市商工会のホームページで掲載および窓口
で配布しています。ご確認の上、申し込みください。

7/28○土 ・29○日日時

午後１時～午後９時
場所 名護漁港構内
主催 名護夏まつり実行委員会
（名護市商工会青年部）

7/29○日 午後5時30分～(予定)
名護漁港構内（夏まつりメインステージ）

第40回

7/28○土・29○日 両日午後２便（計４便）
※展示訓練は２９日のみ

原則として、名護市内商工業者および北部地区商工業者
とする。出店資格以外の出店業者は沖縄県出店業事業協
同組合に申し込みください。

０９８‐９３３‐８８０１☎問 沖縄県出店事業協同組合

要綱内に記載

海上保安庁 巡視船艇体験航海および
航空機展示訓練について
開催日

申込方法

出店資格

出店要件

申込用紙（６月下旬より名護市商工会ホームページにて掲載
および窓口にて配布予定）へご記入の上、ご応募ください。
（業務都合により中止の可能性あり）

第１6回 名護の唄
「白い煙・黒い煙」出場者募集！

名護夏まつり
今年で第40回をむかえ、北部を代表する名護夏まつり！多数のイベントと迫力の花火をご堪能あれ！

申込締切
7/20金

日時

場所

8/4記念
事業 会場 名護漁港内午後1時～土 大会 8/5 午前9時～日
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